
プ
ラ
ご
み
流
出
ゼ
ロ
合
意
へ

２
０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
）
成
功

へ
の
協
力
を
申
し
合
わ
せ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
会
談
は

国
賓
来
日
し
た
５
月
以
来

で
、
４
月
の
首
相
訪
米
時
を

含
め
３
カ
月
連
続
。
首
相
に

と
っ
て
は
７
月
の
参
院
選
に

向
け
、
外
交
手
腕
を
印
象
付

け
る
思
惑
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
よ

る
と
、
両
首
脳
は
北
朝
鮮
や

イ
ラ
ン
を
含
む
共
通
の
安
全

保
障
上
の
課
題
に
、
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
一
致
。

「
世
界
各
地
で
日
米
同
盟
の

協
力
を
深
化
、
拡
大
す
る
意

思
を
確
認
し
た
」
と
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
談
冒

頭
「
貿
易
、
軍
事
、
防
衛
装

備
品
の
購
入
に
つ
い
て
協
議

し
た
い
」
と
表
明
。
首
相
は

Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
を
巡
っ
て

「
世
界
経
済
の
持
続
的
成
長

な
ど
国
際
社
会
が
直
面
す
る

課
題
解
決
へ
の
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
し
た
い
。
日
米

の
協
力
な
く
し
て
実
現
で
き

な
い
」
と
語
っ
た
。

　

首
相
は
「
頻
繁
に
日
米
首

脳
の
往
来
が
あ
る
こ
と
は
、

強
固
な
日
米
同
盟
の
証
し

　
【
共
同
】
先
進
国
と
新
興
国
の
２
０
カ
国
・
地
域
首
脳
会
議
（
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
）
が
２
８
日
大
阪
市
で
開
幕
し
、
初

日
の
討
議
を
終
え
た
。
議
長
の
安
倍
晋
三
首
相
は
、
世
界
経
済
は
減
速
リ
ス
ク
が
大
き
く
「
必
要
な
行
動
を
取
る
の
が

Ｇ
２
０
の
責
務
だ
」と
強
調
。
各
国
か
ら
は
米
中
貿
易
摩
擦
へ
の
懸
念
が
噴
出
し
、景
気
認
識
を
共
有
し
た
。
環
境
で
は
、

各
国
が
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
海
へ
の
流
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
の
目
標
に
合
意
す
る
見
通
し
。

一
方
、
関
連
行
事
で
は
国
境
を
越
え
た
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
を
実
現
さ
せ
る
協
議
の
開
始
を
首
相
が
宣
言
し
た
。

Ｇ
２
０
開
幕
、
景
気
リ
ス
ク
共
有

首
相
、
同
盟
批
判
た
だ
さ
ず

米中貿易摩擦に懸念噴出日
米
、
貿
易
妥
結
へ
交
渉
推
進

イ
ラ
ン
、
北
朝
鮮
対
応
で
連
携

ハ
ン
セ
ン
病
家
族
の
被
害
認
定

国
に
賠
償
命
令
、
初
判
決

首
相
は
、
日
米
安
全
保
障
条

約
を
片
務
的
だ
と
批
判
し
た

ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言
に
は
触

れ
な
か
っ
た
。
同
盟
に
お
け

る
日
本
側
の
役
割
は
不
十
分

だ
と
繰
り
返
し
訴
え
る
ト
ラ

ン
プ
氏
に
再
考
を
促
せ
ば
、

反
発
を
招
く
と
判
断
し
た
と

み
ら
れ
る
。
菅
義
偉
官
房
長

官
は
２
８
日
の
記
者
会
見
で

「
公
式
的
に
は
日
本
に
伝
え

て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
わ

ざ
わ
ざ
出
す
の
は
お
か
し

い
」と
、問
い
た
だ
さ
な
か
っ

た
理
由
を
説
明
し
た
。

　

会
談
で
両
首
脳
は
、
首
相

が
議
長
を
務
め
る
２
０
カ

国
・
地
域
首
脳
会
議
（
Ｇ

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
２
８
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
と
大
阪
市
内
で
会
談

し
、
イ
ラ
ン
や
北
朝
鮮
へ
の

対
応
で
連
携
し
て
い
く
方
針

を
確
認
し
た
。
首
相
は
核
開

発
を
巡
る
米
イ
ラ
ン
対
立
に

関
し
、
外
交
に
よ
る
解
決
へ

期
待
を
表
明
。
北
朝
鮮
に
よ

る
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
た

日
朝
首
脳
会
談
実
現
へ
の
意

欲
を
伝
え
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

「
全
面
的
に
支
持
す
る
」
と

述
べ
た
。
両
首
脳
は
日
米
貿

易
交
渉
で
早
期
の
妥
結
を
目

指
し
、
交
渉
を
進
め
る
方
針

で
一
致
し
た
。

　

会
談
同
席
者
に
よ
る
と
、

が
起
こ
し
た
訴
訟
で
、
賠
償

を
命
じ
た
判
決
は
初
め
て
。

　

違
法
な
隔
離
を
続
け
、

１
９
９
６
年
ま
で
ら
い
予
防

法
を
廃
止
し
な
か
っ
た
こ
と

が
家
族
の
被
害
に
直
接
つ
な

が
っ
た
こ
と
を
明
確
に
認

め
、
家
族
の
被
害
回
復
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
く
促
す

判
決
。
菅
義
偉
官
房
長
官
は

「（
控
訴
す
る
か
ど
う
か
）
関

係
省
庁
で
精
査
し
て
対
応
す

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
今
後

の
対
応
が
焦
点
と
な
る
。

　

判
決
は
、
隔
離
政
策
に

よ
っ
て
①
就
学
拒
否
や
村
八

分
で
学
習
機
会
や
最
低
限
度

の
社
会
生
活
を
喪
失
②
結
婚

差
別
に
よ
る
婚
姻
関
係
の
喪

失
③
就
労
拒
否
に
よ
る
経
済

的
損
失
④
家
族
関
係
の
形
成

阻
害
―
な
ど
の
差
別
被
害
が

生
じ
た
と
認
め
「
憲
法
が
保

障
す
る
人
格
権
や
婚
姻
の
自

由
を
侵
害
し
た
」と
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
、
国
が
遅
く
と

も
６
０
年
の
時
点
で
隔
離
政

策
を
や
め
な
か
っ
た
こ
と

や
、
そ
の
後
も
差
別
・
偏
見

を
取
り
除
く
措
置
を
取
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
違
法
と
判

断
。
ら
い
予
防
法
の
隔
離
規

定
を
継
続
し
た
の
は
立
法
不

作
為
と
指
摘
し
た
。
原
告
の

文
化
と
美
食
で
お
も
て
な
し

特
産
食
材
ふ
ん
だ
ん
使
用

ム
ズ
海
峡
付
近
で
の
タ
ン

カ
ー
攻
撃
や
、
イ
ラ
ン
に
よ

る
米
無
人
機
撃
墜
が
発
生
し

た
。
両
首
脳
は
こ
う
し
た
情

勢
を
踏
ま
え
、
緊
張
緩
和
の

方
策
を
話
し
合
っ
た
。

　

Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
の
日
本

開
催
は
初
め
て
。
招
待
を
含

め
る
と
３
７
の
国
や
地
域
、

機
関
が
参
加
し
、
首
相
が
各

国
首
脳
ら
と
握
手
を
交
わ
し

て
出
迎
え
た
。
た
だ
貿
易
な

ど
で
各
国
の
立
場
の
違
い
は

大
き
く
、
２
９
日
午
後
の
首

脳
宣
言
で
ど
こ
ま
で
成
果
を

明
確
に
で
き
る
か
が
焦
点
に

な
る
。

　

首
相
は
貿
易
や
、
中
東
情

勢
な
ど
の
地
政
学
を
巡
る

「
緊
張
は
増
大
し
て
い
る
」

と
指
摘
。「
貿
易
制
限
的
な

措
置
の
応
酬
は
ど
の
国
の
利

益
と
も
な
ら
な
い
」
と
し
て

「
自
由
、
公
正
、
無
差
別
な

貿
易
体
制
」
を
堅
持
す
る
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
す
重
要

性
を
唱
え
、
意
見
交
換
後
に

「
Ｇ
２
０
が
成
長
を
け
ん
引

し
て
い
く
べ
き
だ
と
の
共
通

Ｇ２０大阪サミットの初日の討議を行う各国首脳ら＝２８日午後、大阪市
（代表撮影）（共同）

トランプ米大統領（左手前から２人目）と会談する安倍首相（右
手前から２人目）＝２８日午前、大阪市（代表撮影）（共同）

　
【
共
同
】
政
府
が
経
済
財

政
運
営
の
指
針「
骨
太
方
針
」

で
、
当
初
案
に
あ
っ
た
個
人

年
金
な
ど
「
私
的
年
金
」
の

活
用
を
後
押
し
す
る
と
し
た

表
現
を
最
終
案
で
は
削
除
し

て
い
た
こ
と
が
２
８
日
、
分

か
っ
た
。

　

有
識
者
で
つ
く
る
財
務
省

の
財
政
制
度
等
審
議
会
（
財

政
審
）
が
ま
と
め
た
建
議
で

も
、
原
案
に
記
載
し
て
い
た

認
識
が
で
き
た
」
と
総
括
し

た
。

　

さ
ら
に
「
い
か
な
る
貿
易

上
の
措
置
も
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
ル
ー
ル
と
整
合

的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
保
護
主
義
的
な
米
通

商
政
策
の
自
制
を
求
め
る
考

え
を
に
じ
ま
せ
、
同
調
す
る

意
見
が
あ
っ
た
。
同
席
し
た

西
村
康
稔
官
房
副
長
官
が
明

ら
か
に
し
た
。

　

経
済
活
動
が
生
む
デ
ー
タ

の
流
通
を
促
す
協
議
の
枠
組

み
は
「
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
」
と

名
付
け
、
Ｇ
２
０
討
議
で
も

交
渉
加
速
に
大
筋
合
意
。
メ

イ
ン
と
な
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
有

志
国
の
協
議
に
関
し
、
２
０

年
６
月
ま
で
の
進
展
を
目
指

す
。

　

プ
ラ
ご
み
流
出
ゼ
ロ
目
標

は
、
首
脳
宣
言
に
「
大
阪
ブ

ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ

ン
」と
し
て
盛
り
込
む
方
針
。

各
国
が
ご
み
対
策
を
定
期
報

告
す
る
枠
組
み
づ
く
り
と
と

も
に
目
玉
と
す
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
の
必
要
性
で

も
一
致
し
、多
く
の
国
が「
紛

争
解
決
で
本
来
の
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
」
と
批
判
し

た
。
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
へ

の
新
税
制「
デ
ジ
タ
ル
課
税
」

　

北
朝
鮮
の
核
問
題
に
関
し

て
は
、
最
近
に
な
っ
て
ト
ラ

ン
プ
氏
と
金
正
恩
朝
鮮
労
働

党
委
員
長
が
親
書
を
交
わ
し

た
こ
と
を
受
け
、
３
回
目
の

米
朝
首
脳
会
談
に
向
け
た
交

渉
方
針
を
擦
り
合
わ
せ
た
。

骨
太
も
老
後
資
金
の
表
現
削
除

政
府
文
書
、
修
正
相
次
ぐ

　
【
共
同
】
Ｇ
２
０
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
初
日
の
会
合
を
終
え

た
２
８
日
夜
、
安
倍
晋
三
首

相
の
主
催
で
各
国
首
脳
や
配

偶
者
ら
を
日
本
の
伝
統
文
化

で
も
て
な
す
催
し
が
開
か
れ

た
。
食
事
会
で
は
各
地
の
特

産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
。
日
本
流
の
“
お
も
て
な

し
”
で
各
国
首
脳
ら
を
歓
迎

し
た
。

　

夕
食
会
前
の
文
化
行
事
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
阪

城
を
望
む
ス
テ
ー
ジ
で
開

催
。
最
初
に
狂
言
師
の
野
村

萬
斎
さ
ん
が
登
場
し
、
音
と

連
動
す
る
デ
ジ
タ
ル
画
面
を

背
景
に
舞
台
を
披
露
し
た
。

公
的
年
金
の
先
細
り
に
関
す

る
言
及
が
削
ら
れ
た
こ
と
が

既
に
判
明
。
老
後
に
夫
婦
で

２
千
万
円
の
蓄
え
が
必
要
と

試
算
し
た
金
融
審
議
会
の
報

告
書
が
批
判
さ
れ
た
問
題
が

波
及
し
、
参
院
選
を
前
に
政

府
文
書
の
修
正
が
相
次
い
で

い
る
。

　

内
閣
府
が
５
月
末
に
作
成

し
た
非
公
表
の
骨
太
方
針
の

当
初
案
は
「
老
後
に
備
え
た

資
産
形
成
な
ど
人
生
の
長
期

化
へ
の
備
え
を
支
援
す
る
観

点
か
ら
、
私
的
年
金
の
活
用

促
進
に
つ
い
て
検
討
す
る
」

と
明
記
し
た
。
だ
が
、
６
月

１
１
日
の
経
済
財
政
諮
問
会

議
に
示
し
た
原
案
に
そ
の
表

現
は
な
く
、
２
１
日
に
閣
議

決
定
し
た
最
終
案
に
も
盛
り

込
ま
れ
な
か
っ
た
。

　

削
除
さ
れ
た
部
分
は
、
財

政
審
の
建
議
か
ら
消
え
た

「（
老
後
に
向
け
て
）
自
助
努

力
を
促
し
て
い
く
観
点
が
重

要
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
と

ほ
ぼ
同
趣
旨
だ
っ
た
。
建
議

賠
償
請
求
権
が
時
効
で
消
滅
は
、
２
０
０
１
年
５
月
の

　

そ
の
後
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
の
際
、
各
国

か
ら
受
け
た
支
援
へ
の
感

謝
を
伝
え
る
映
像
が
流
れ
る

中
、
全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻

井
伸
行
さ
ん
が「
花
は
咲
く
」

な
ど
２
曲
を
演
奏
し
た
。
最

後
に
欧
米
で
も
活
躍
す
る
オ

ペ
ラ
歌
手
中
丸
三
千
絵
さ
ん

が
歌
い
、
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

　

夕
食
会
の
冒
頭
、
安
倍
首

相
が
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
を
「
持

続
可
能
性
と
美
食
の
融
合
し

た
『
里
山
』
が
コ
ン
セ
プ
ト
」

と
説
明
。「
今
日
は
十
分
仕

事
し
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
食

事
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

熊
本
地
裁
判
決
が
隔
離
政

策
を
違
憲
と
し
、
国
に
約

１
８
億
２
千
万
円
の
賠
償
を

命
令
。
小
泉
純
一
郎
首
相

（
当
時
）
が
控
訴
を
断
念
し
、

国
は
謝
罪
し
た
。
た
だ
、
そ

の
後
創
設
さ
れ
た
補
償
制
度

の
対
象
は
本
人
の
被
害
だ
け

で
、
家
族
の
被
害
は
含
ま
れ

な
か
っ
た
。

　

同
様
の
家
族
訴
訟
で
は
、

母
親
が
患
者
だ
っ
た
鳥
取
県

の
男
性
が
国
と
県
に
賠
償
を

求
め
た
が
、
一
、二
審
と
も

敗
訴
し
て
い
る
。

か
ら
は
「
将
来
世
代
の
年

金
給
付
水
準
が
想
定
よ
り
も

低
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
」と
の
表
現
も
削
ら
れ
た
。

　

た
だ
、
老
後
資
金
を
巡
っ

て
は
、
経
済
産
業
省
も
「
老

後
に
約
２
９
０
０
万
円
が
必

要
」
と
す
る
独
自
試
算
を
作

成
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
。

金
融
庁
も
「
老
後
に
１
５
０ 

０
万
〜
３
千
万
円
」
と
試
算

す
る
な
ど
、
公
的
年
金
だ
け

で
は
高
齢
期
の
生
活
が
苦
し

く
な
る
こ
と
は
政
府
内
で
も

広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

中
央
大
の
佐
々
木
信
夫
名

誉
教
授
（
行
政
学
）
は
「
政

府
に
都
合
が
悪
い
情
報
を
隠

す
の
は
国
民
の
不
安
を
あ
お

る
結
果
に
し
か
な
ら
な
い
。

老
後
へ
の
備
え
を
考
え
る
た

め
の
大
事
な
情
報
は
公
表
す

べ
き
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　

金
融
審
報
告
書
を
巡
っ
て

は
、
３
日
の
公
表
直
後
か
ら

野
党
が「
政
府
の
責
任
放
棄
」

な
ど
と
批
判
。
麻
生
太
郎
金

融
担
当
相
が
７
日
の
記
者
会

見
で
表
現
が
不
適
切
だ
っ
た

と
認
め
、
そ
の
後
報
告
書
の

受
け
取
り
を
拒
否
し
た
。

判
長
）
は
２
８
日
、「
違
法

な
隔
離
政
策
で
家
族
も
差

別
さ
れ
、
回
復
困
難
な
被
害

を
受
け
た
」
と
し
て
、
国
に

対
し
原
告
５
４
１
人
に
計
約

３
億
７
千
万
円
を
支
払
う
よ

う
命
じ
た
。
元
患
者
の
家
族

　
【
共
同
】
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
の
隔
離
政
策
で
本
人
だ
け

で
な
く
家
族
も
差
別
を
受
け

た
と
し
て
、
元
患
者
の
家
族

５
６
１
人
が
国
に
損
害
賠
償

を
求
め
た
訴
訟
の
判
決
で
、

熊
本
地
裁
（
遠
藤
浩
太
郎
裁

各
国
首
脳
を
ね
ぎ
ら
い
、「
乾

杯
」
と
グ
ラ
ス
を
掲
げ
る

と
、
首
脳
ら
は
日
本
語
で
応

じ
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
形
式
の
昼
食

会
で
は
愛
媛
県
産
の
タ
イ
の

テ
リ
ー
ヌ
に
野
菜
を
添
え
た

前
菜
や
、
兵
庫
県
の
丹
波
地

鶏
を
使
っ
た
主
菜
な
ど
が
提

供
。
福
島
県
産
の
米
や
、
肉

抜
き
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
大

阪
湾
の
幻
の
高
級
魚
「
魚
庭

あ
こ
う
」
が
使
わ
れ
た
。

　

乾
杯
酒
に
は
「
宮
ノ
下
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
２
０
１
４
」

が
選
ば
れ
、
製
造
す
る
カ
タ

シ
モ
ワ
イ
ン
フ
ー
ド
（
大
阪

府
柏
原
市
）
の
高
井
利
洋
社

長（
６
８
）は「
本
当
に
び
っ

く
り
で
、
非
常
に
光
栄
だ
。

世
界
に
向
け
て
ワ
イ
ン
を
売

り
出
す
良
い
き
っ
か
け
に
な

る
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

た
。

ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴
訟
で
熊
本
地
裁
が
国
に
賠

償
を
命
じ
、
掲
げ
ら
れ
た
勝
訴
の
垂
れ
幕
＝

２
８
日
午
後
２
時
５
分
、
熊
本
地
裁
前
（
共
同
）

に
関
し
て
は
、
２
０
年
中
の

最
終
合
意
を
目
指
す
作
業
計
画
を
承
認
し
た
。

だ
」と
強
調
。

ト
ラ
ン
プ
氏

は
令
和
初
の

国
賓
と
な
っ

た
５
月
の
来

日
に
触
れ

「
光
栄
な
こ

と
だ
っ
た
」

と
応
じ
た
。

　

イ
ラ
ン
に

は
首
相
が
今

月
中
旬
に
訪

問
し
、
最
高

指
導
者
ハ
メ

ネ
イ
師
ら
に

米
側
と
の
対

話
を
提
起
。

し
か
し
ホ
ル

し
た
と
す

る
国
の
主

張
は
退
け

た
。

　

原
告
５ 

６
１
人
の

所
在
地
は

北
海
道
・

東
北
２
２

人
、
関
東

５
８
人
、
中

部
３
１
人
、

関
西
６
７

人
、
中
国
・

四
国
２
１

人
、
九
州

１
１
２
人
、

沖

縄

県

２
５
０
人
。

　

元
患
者

本

人

の

訴

訟

で
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空
軍
機
シ
ョッ
ク
も
尾
を
引
く

１
万
１
３
０
５
人
減
っ
た
商

業
で
、
鉱
工
業
の
６
１
３
６

人
減
が
続
い
た
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
パ

ラ
ラ
シ
ス
の
主
席
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
オ

ン
氏
に
よ
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー

栽
培
や
オ
レ
ン
ジ
栽
培
が
好

調
だ
っ
た
南
東
部
を
中
心
と

す
る
農
業
部
門
の
貢
献
が
な

け
れ
ば
、
全
体
の
正
規
雇
用

は
純
減
だ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
。

　

経
済
省
労
働
局
の
ブ
ル
ー

ノ
・
ダ
ウ
コ
ウ
モ
局
長
は
、

「
雇
用
創
出
の
ペ
ー
ス
が
思

わ
し
く
な
い
こ
と
は
、
伯
国

経
済
自
体
が
思
わ
し
く
な
い

こ
と
の
表
れ
。
伯
国
経
済
は

一
向
に
飛
躍
出
来
な
い
」
と

語
っ
た
。

　

今
年
の
１
月
か
ら

５
月
ま
で
の
累
積
は
、

３
５
万
１
０
６
３
人
分
の
純

増
だ
っ
た
。
昨
年
同
期
は
、

３
８
万
１
１
６
６
人
の
純
増

だ
っ
た
。

　

ダ
ウ
コ
ウ
モ
氏
は
、
こ
れ

だ
け
の
デ
ー
タ
で
は
、「
正

規
雇
用
が
増
加
傾
向
に
あ
る

の
か
、
減
少
傾
向
に
あ
る
の

か
を
明
言
す
る
こ
と
は
出
来

　

２
６
〜
２
７
日
に
伯
国
の
み
な
ら
ず
世
界
を
震
撼
と
さ
せ
た
空
軍
機
か
ら
の
コ

カ
イ
ン
発
見
に
続
き
、
２
７
日
に
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
社
会
自
由
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｌ
）
の
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
支
部
の
関
係
者
３
人
が
、
１
８
年
統
一
選
挙

時
に
幽
霊
候
補
者
（
ラ
ラ
ン
ジ
ャ
）
を
使
っ
て
政
党
援
助
金
を
不
正
に
得
る
計
画

を
実
行
し
た
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
当
時
の
支
部
局
長
は
マ
ル
セ
ロ・ア
ル
ヴ
ァ
ロ・

ア
ン
ト
ニ
オ
観
光
相
で
容
疑
者
た
ち
と
の
関
係
も
深
い
。
２
８
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

「
早
く
ア
ン
ト
ニ
オ
氏
を
解

任
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
の
声

も
強
ま
っ
て
お
り
、
観
光
相

の
去
就
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。

　

一
方
、
コ
カ
イ
ン
を
運
ん

で
い
た
空
軍
機
に
関
し
て
は

２
７
日
も
余
波
が
続
き
、
ア

ウ
グ
ス
ト
・
エ
レ
ー
ノ
大

統
領
府
安
全
保
障
室
長
官

が
「
つ
い
て
な
か
っ
た
」
と

発
言
し
た
こ
と
や
、
麻
薬
所

持
で
逮
捕
さ
れ
た
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
ロ
ド
リ
ゲ

ス
軍
曹
が
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の

熱
心
な
支
持
者
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
が
判
明
。
Ｇ
２
０
サ

ミ
ッ
ト
で
日
本
滞
在
中
の
ボ

　

就
任
し
て
や
っ
と
半
年
が

終
わ
ろ
う
か
と
い
う
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、
騒
動

続
出
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
。

「
良
い
」「
悪
い
」「
普
通
」

が
３
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

本
頁
の
記
事
で
述
べ
た
が
、

別
の
項
目
を
見
る
と
、「
大

統
領
の
手
腕
」
に
関
し
て
は

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
へ
の
風
当
た
り

も
強
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
７
日
に
発
表
さ

れ
た
伯
国
世
論
調
査
・
統
計

機
関
（
イ
ボ
ッ
ピ
）
の
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
政
権
に
関
す
る
世
論

調
査
で
は
、
就
任
半
年
の
時

点
で
の
同
政
権
を
「
よ
い
・

最
高
」
と
す
る
人
が
３
２
％

に
減
っ
た
上
、「
悪
い
・
最
悪
」

が
３
２
％
に
増
え
た
。
さ
ら

に
「
普
通
」
も
３
２
％
で
、

世
論
が
３
分
さ
れ
た
。

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
に
相
次
ぐ
痛
手

な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
レ
オ
ン
氏

は
、
今
年
の
正
規
雇
用
者
数

は
、
ト
ー
タ
ル
で
３
８
万
人

程
度
の
純
増
か
そ
れ
を
下
回

　

日
本
訪
問
中
の
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
２
７
日
夜
、
大

阪
か
ら
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

中
継
で
、「
雇
用
を
創
出
す

る
の
は
自
分
で
は
な
い
。
私

企
業
が
牽
引
す
べ
き
だ
」
と

語
っ
た
。

　

経
済
省
に
よ
る
と
、
八

つ
に
分
け
た
産
業
部
門

中
、
５
部
門
で
正
規
雇
用

が
増
え
た
。
雇
用
創
出
数

が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は

３
万
７
３
７
３
人
増
え

た
農
牧
畜
業
で
、
建
築

業
の
８
４
５
９
人
増
が
続

い
た
。
最
悪
だ
っ
た
の
は

　

経
済
省
が
２
７
日
に
発

表
し
た
全
就
労
・
失
業
者

台
帳
（
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
５
月
は

３
万
２
１
４
０
人
分
の
正
規

雇
用
純
増
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
２
８
日
付
伯
字
各

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
５
月
と
し
て
は
、

７
万
２
６
１
５
人
分
の
雇

用
増
だ
っ
た
２
０
１
６
年

５
月
以
来
の
低
調
な
結
果

だ
。
ま
た
、
今
年
４
月
の

１
３
０
万
６
５
５
人
分
の
純

増
か
ら
は
大
幅
な
減
少
と

な
っ
た
。

農
牧
畜
業
が
雇
用
増
加
を
牽
引

「
雇
用
創
出
は
企
業
の
役
目
」と
大
統
領

　

逮
捕
者
の
１
人
、
マ
テ
ウ

ス
・
ヴ
ォ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
・

マ
ル
チ
ン
ス
容
疑
者
は
ア
ン

ト
ニ
オ
観
光
相
の
右
腕
的
存

在
で
、
現
在
、
観
光
省
の
特

別
補
佐
官
の
職
に
あ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
逮
捕
さ
れ

た
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・

た
。

　

今
回
の
容
疑
は
、
ソ
ア

レ
ス
氏
が
選
挙
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
ヴ
ァ
ー

レ
・
ド
・
ア
ッ
ソ
地
区
中
心

に
、
選
挙
活
動
も
ろ
く
に
行

わ
ず
に
名
前
だ
け
借
す
ラ
ラ

ン
ジ
ャ
が
候
補
者
と
し
て
登

録
さ
れ
、
そ
の
候
補
宛
に
支

給
さ
れ
た
政
党
支
援
金
だ
け

を
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
同
州
支
部
が

巻
き
上
げ
て
い
た
疑
惑
に
関

す
る
も
の
だ
。

　

こ
の
件
は
２
月
か
ら
既
に

話
題
と
な
っ
て
お
り
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
「
し
っ
か

り
と
し
た
捜
査
を
望
む
」
と

い
い
つ
つ
、
同
観
光
相
を
か

ば
っ
て
き
た
。
今
回
の
逮
捕

を
受
け
て
も
、
オ
ニ
キ
ス
・

ロ
レ
ン
ゾ
ー
ニ
官
房
長
官
は

「
連
邦
政
府
と
は
無
関
係
」

と
主
張
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
連
邦
政
府
内
に
は

正
規
雇
用
の
増
加
ペ
ー
ス
は

依
然
緩
や
か
だ
（
参
考
画

像
・M

ARCELLO CASAL JR/
Agencia Brasil

）

１９日、フランスのマクロン大統領と会話するボウソナロ大統領
（Frederico Mellado / ARG）

支
持
率
と
不
支
持
率
も
並
ぶ

聖 州

４
８
％
、「
大
統
領
へ
の
信
用
」

に
関
し
て
は
５
１
％
が
否
定

的
な
回
答
を
し
て
お
り
、
い

ず
れ
も
肯
定
派
を
上
回
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
メ
ル
コ
ス

ル
と
Ｅ
Ｕ
の
自
由
貿
易
協
定

が
２
８
日
に
締
結
（
詳
細
は

次
号
）
さ
れ
た
し
、
３
０
日

に
は
親
派
の
擁
護
デ
モ
。
週

明
け
早
々
に
は
、
下
院
の
特

別
委
員
会
で
社
会
保
障
制
度

改
革
案
が
承
認
さ
れ
る
見
込

み
な
ど
、
巻
き
返
し
の
目
は

出
て
い
る
。
果
た
し
て
、
大

統
領
が
そ
の
好
機
を
つ
か
め

る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
７
年
の
デ
ー
タ
を
基
に

保
健
省
が
ま
と
め
た
資
料
に

よ
る
と
、
同
年
の
聖
州
の
妊

婦
死
亡
率
（
妊
娠
中
か
ら

出
産
後
４
２
日
ま
で
の
死
亡

率
）
は
妊
婦
１
０
万
人
あ

た
り
６
０
・
６
人
で
、
２
０

数
年
の
調
査
で
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。
妊
婦
死
亡
率

は
通
常
、
北
伯
や
北
東
伯

な
ど
の
貧
し
い
地
域
ほ
ど
高

く
、
都
会
で
は
低
い
。
聖
州

で
も
０
３
年
は
、
１
０
万
人

あ
た
り
３
４
・２
人
に
落
ち
て

い
た
。
今
回
調
査
で
の
聖
州

は
「
２
６
州
と
連
邦
直
轄
区
」

の
中
で
見
て
も
１
５
番
目
の

高
さ
で
、
こ
ち
ら
も
今
ひ
と

つ
。
一
体
、
何
が
原
因
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
コ
パ
・
ア
メ
リ

カ
で
、
最
初
の
２
試
合
に
先

発
出
場
し
て
い
た
リ
シ
ャ
ル
リ

ソ
ン
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
戦
で

戦
列
を
離
脱
し
た
が
、
そ
の

理
由
が
何
と
、「
お
た
ふ
く

風
邪
」。
あ
ま
り
聞
か
な
く

な
っ
た
意
外
な
病
気
に
罹
患

し
た
た
め
、
他
の
選
手
も
急

遽
、
予
防
接
種
を
受
け
た
と

か
。
今
大
会
で
飛
躍
が
期
待

さ
れ
た
選
手
だ
け
に
残
念
だ

が
、
彼
を
元
気
付
け
る
た
め

に
も
、
セ
レ
ソ
ン
に
優
勝
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
と
伯
国
は
、

１
１
年
と
１
５
年
に
コ
パ
・

ア
メ
リ
カ
の
準
々
決
勝
で
対

戦
し
、
ど
ち
ら
も
、
パ
ラ
グ

ア
イ
が
Ｐ
Ｋ
で
勝
利
し
て
い

る
。
ま
た
、
チ
ー
ム
内
に
伯

国
リ
ー
グ
で
の
プ
レ
ー
経
験

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
決
し

て
楽
な
相
手
と
は
考
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　

試
合
は
、
前
半
か
ら
セ
レ

ソ
ン
が
一
方
的
に
攻
め
る
も
、

な
か
な
か
得
点
に
つ
な
が
ら

な
い
。

　

対
す
る
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、

５
人
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
中
３

人
が
、
前
半
で
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
を
献
上
。
さ
ら
に
、
後
半

１
３
分
に
は
バ
ル
ブ
エ
ナ
が

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
で
退
場
処
分

に
な
る
大
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
。

　

だ
が
、
１
０
人
と
数
的
に

不
利
に
な
り
な
が
ら
も
、
パ

ラ
グ
ア
イ
は
セ
レ
ソ
ン
の
攻
撃

に
耐
え
た
。
セ
レ
ソ
ン
も
こ
の

機
に
攻
撃
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

４
人
か
ら
６
人
に
増
や
し
て

攻
め
た
が
、
均
衡
が
破
れ
な

い
。
遂
に
は
ボ
ー
ル
支
配
率

７
０
％
、シ
ュ
ー
ト
数
２
６
本

（
パ
ラ
グ
ア
イ
は
５
本
）
な

が
ら
、
０
―
０
の
ま
ま
、
勝

負
は
Ｐ
Ｋ
戦
へ
と
も
つ
れ
込

ん
だ
。

　

Ｐ
Ｋ
戦
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の

先
行
で
、
１
人
目
の
ゴ
メ
ス

の
シ
ュ
ー
ト
を
ア
リ
ソ
ン
が

止
め
、
セ
レ
ソ
ン
が
有
利
と

な
る
。
だ
が
、
セ
レ
ソ
ン
も

４
人
目
の
フ
ィ
ル
ミ
ー
ノ
が

シ
ュ
ー
ト
を
枠
外
に
外
し
、

各
４
人
が
終
わ
っ
た
時
点
で

３
―
３
と
な
っ
た
。

　

だ
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
５
人

目
の
ゴ
ン
ザ
レ
ス
が
シ
ュ
ー
ト

を
外
し
た
の
に
対
し
、
セ
レ

ソ
ン
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ジ
ェ
ズ

ス
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
勝

利
。
セ
レ
ソ
ン
に
と
り
、
最

後
に
優
勝
し
た
０
７
年
以

来
、
１
２
年
ぶ
り
の
準
決
勝

進
出
と
な
っ
た
。

　

聖
州
交
通
局
（
Ｄ
ｅ
ｔ

ｒ
ａ
ｎ
―
Ｓ
Ｐ
）
が
２
６

日
、
通
常
の
運
転
免
許
の

更
新
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

受
け
付
け
る
と
発
表
し
た
と

２
７
、２
８
日
付
伯
字
紙
、

な
ど
の
８
５
市
の
み
だ
が
、

対
象
は
徐
々
に
拡
大
さ
せ
て

い
く
と
い
う
。

　

今
回
の
変
更
に
よ
り
、
運

転
免
許
所
有
者
は
州
交
通
局

や
そ
の
出
張
所
に
出
向
く
必

要
が
な
く
な
る
。
ま
た
、
州

交
通
局
は
最
後
の
更
新
時
に

登
録
し
た
写
真
や
指
紋
、
サ

イ
ン
を
再
利
用
し
て
、
新
し

い
免
許
証
を
発
行
す
る
事
に

な
る
。

　

た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
更
新
は
、
全
て
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
対
象
で
は
な

い
。
対
象
と
な
る
の
は
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
Ａ
（
バ
イ
ク
）
と
Ｂ

（
乗
用
車
）
な
ら
び
に
Ａ
／

Ｂ
の
免
許
所
有
者
で
、
バ
ス

や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
運
転
す

る
運
転
手
（
Ｃ
〜
Ｅ
）
は
対

象
外
と
な
る
。

　

ま
た
、
更
新
手
続
き
の
対

象
と
な
る
の
は
、
免
許
証
の

期
限
が
切
れ
た
人
や
、
３
０

日
以
内
に
切
れ
る
人
だ
。

　

州
交
通
局
に
よ
る
と
、
対

象
と
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
運

転
手
は
、
全
州
の
運
転
免
許

所
有
者
（
２
４
０
０
万
人
）

の
８
２
％
を
占
め
て
い
る
と

い
う
。

　

他
方
、
結
婚
な
ど
で
名
前

が
変
わ
っ
た
人
や
転
居
し
た

人
な
ど
、
登
録
さ
れ
た
情
報

の
変
更
が
必
要
な
人
は
、
窓

口
に
出
向
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
や

飲
酒
運
転
な
ど
で
免
停
ま
た

は
免
許
剥
奪
と
な
っ
た
場
合

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

更
新
は
出
来
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
更

新
を
希
望
す
る
運
転
手
は
、

州
交
通
局
が
認
定
し
た
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
身
体
検
査
と
心
理

テ
ス
ト
を
受
け
た
上
で
、
発

行
手
数
料
と
郵
送
料
を
払
う

　

国
家
通
貨
審
議
会
（
Ｃ

Ｍ
Ｎ
、
経
済
省
所
管
）
は

２
７
日
、
２
０
２
２
年
の

イ
ン
フ
レ
目
標
を
３
・
５
％

（
許
容
範
囲
±
１
・
５
％
）

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

２
７
、２
８
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

３
・
５
％
と
い
う
目
標

値
は
、
３
・
２
５
％
だ
っ
た

２
０
０
３
年
以
来
の
低
い
数

値
だ
。
た
だ
し
、
２
０
０
２

年
の
ド
ル
高
に
よ
る
物
価
高

騰
と
、
左
派
ル
ー
ラ
政
権
の

誕
生
に
よ
り
、
０
３
年
の
イ

ン
フ
レ
目
標
は
８
・
５
％
に
修

正
さ
れ
、
９
・
３
％
で
年
を

Ｃ Ｍ Ｎ

終
え
た
。

　

２
０
０
５
〜
２
０
１
８
年

の
イ
ン
フ
レ
目
標
は
４
・
５
％

だ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
は

４
・
２
５
％
、
２
０
２
０
年

は
４
％
、
２
０
２
１
年
は
３
・

７
５
％
と
引
き
下
げ
が
続
い

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
、
イ
ン
フ
レ
目

標
値
の
引
き
下
げ
は
、
国
際

情
勢
と
軌
を
一
に
す
る
。
現

状
、
新
興
諸
国
の
イ
ン
フ
レ

目
標
値
は
平
均
３
％
だ
。

　

２
４
日
に
発
表
さ
れ
た
最

新
版
フ
ォ
ー
カ
ス
で
は
、
今

年
の
イ
ン
フ
レ
予
測
は
３
・

８
２
％
、２
０
２
０
年
は
３
・

正
規
雇
用
は
３
万
２
千
余
純
増

免
許
更
新
は
ネ
ッ
ト
で
Ｏ
Ｋ

セ
レ
ソ
ン
が
準
決
勝
進
出

苦
手
の
パ
ラ
グ
ア
イ
振
り
切
る

２
２
年
の
イ
ン
フ
レ
目
標
発
表

１
９
年
か
ら
４
年
連
続
で
減
少

登
録
事
項
に
変
更
が
あ
れ
ば
別

コパ・アメリカ

（２）２０１９年 第５２７３号 ６月 ２９日 （土曜日）

観光相関係者３人を逮捕ＰＳＬ
５月雇用情勢

る
程
度
と
予
測
し
て
い
る
。

昨
年
は
５
２
万
９
５
５
４
人

分
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
た
。

　

投
資
コ
ン
サ
ル
会
社
の
ガ

イ
ド
・
イ
ン
ベ
ス
チ
メ
ン
ト

ス
社
は
、「
社
会
保
障
制
度

改
革
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、

労
働
市
場
活
性
化
の
た
め
に

必
要
な
投
資
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
な
い
」
と
の
書
面
を
発

表
し
て
い
る
。

　

短
時
間
、
ま
た
は
通
常
よ

り
少
な
い
日
数
の
雇
用
で
あ

る
「
イ
ン
テ
ル
ミ
テ
ン
テ
」

は
７
５
５
９
人
分
、
１
週

間
に
最
大
３
０
時
間
を
上
限

と
す
る
、
時
間
契
約
の
「
パ

ル
シ
ア
ル
」
は
１
３
７
７

人
の
純
増
だ
っ
た
。
今
年
の

累
積
は
、
両
者
を
合
わ
せ
て

３
万
８
１
８
９
人
分
の
雇
用

創
出
と
な
っ
て
い
る
。

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

現
時
点
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
更
新
を
受
け
付

け
る
の
は
、
聖
市
を
始
め
、

グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
市
、
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
市
、
サ
ン
ト
ス
市

ソ
ア
レ
ス
容
疑
者

も
、
ア
ン
ト
ニ
オ

氏
が
下
議
だ
っ
た

２
０
１
５
〜
１
８

年
の
秘
書
室
の
ス

タ
ッ
フ
で
、
再
選

を
か
け
た
１
８
年

の
下
議
選
（
当
選

後
に
観
光
相
に
指

名
さ
れ
て
就
任
）

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
務
め
た
。

ア
イ
サ
ン
デ
ル
・

ソ
ウ
ザ
・
デ
・
パ

ウ
ラ
容
疑
者
も
、

１
７
〜
１
８
年
に

秘
書
室
で
勤
務
し

　

２
７
日
、
サ
ッ
カ
ー
の
コ

パ
・
ア
メ
リ
カ
の
準
々
決
勝

で
伯
国
代
表（
セ
レ
ソ
ン
）は
、

パ
ラ
グ
ア
イ
を
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、

０
―
０
（
Ｐ
Ｋ
４
―
３
）
で

振
り
切
り
、
同
大
会
１
２
年

ぶ
り
と
な
る
準
決
勝
進
出
を

決
め
た
。
２
８
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

９
５
％
だ
。

　

マ
ク
ロ
経
済
政
策
局
の
ヴ

ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
テ
レ
ス
副
局

長
は
、「
歳
出
上
限
法
の
成

立
で
イ
ン
フ
レ
目
標
の
引
き

下
げ
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ

が
継
続
で
き
て
い
る
。
我
々

が
イ
ン
フ
レ
目
標
の
引
き
下

げ
ペ
ー
ス
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
は
、
金
利
の
低
下
に
も
繋

が
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
レ
目
標
の

低
下
は
、
社
会
保
障
制
度
改

革
成
立
へ
の
期
待
の
高
ま
り

の
反
映
で
も
あ
る
。
財
政
政

策
局
の
マ
ル
コ
・
カ
ヴ
ァ
ル
カ

ン
チ
副
局
長
に
よ
る
と
、「
社

会
保
障
改
革
だ
け
で
な
く
、

税
制
改
革
な
ど
、
他
の
改
革

へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
」

と
い
う
。

必
要
が
あ
る
。
必
要
な
経
費

は
、
身
体
検
査
８
７
・
５
５

レ
ア
ル
、
心
理
テ
ス
ト

１
０
２
・
１
２
レ
ア
ル
、
発

行
手
数
料
と
郵
送
料
５
４
・

７
７
レ
ア
ル
だ
が
、
心
理
テ

ス
ト
は
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手

の
よ
う
に
、
収
入
目
的
で
運

転
す
る
人
だ
け
が
対
象
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
免
許
更
新
は
オ
プ

シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
希
望
者
は

従
来
通
り
、
個
人
的
に
交
通

局
や
出
張
所
に
出
向
い
て
更

新
す
る
事
が
可
能
だ
。



　

最さ
い

近き
ん

の
電で

ん

車し
ゃ

の
乗

じ
ょ
う

客き
ゃ
くは

１
０
人に

ん

中ち
ゅ
う８

、９
人に

ん

は
携け

い

帯た
い

を
覗の

ぞ

い

て
い
る
。
音お

ん

楽が
く

を
聴き

い
て
い
る
人ひ

と

は
以い

前ぜ
ん

か
ら
多お

お

か
っ
た
が
、

最さ
い

近き
ん

で
は
テ
レ
ビ
や
映え

い

画が

を
見み

て
い
る
人ひ

と

も
増ふ

え
て
き
た
。
先せ

ん

日じ
つ

非ひ

常じ
ょ
うに

真し
ん

剣け
ん

な
顔か

お

で
画が

面め
ん

に
向む

か
っ
て
い
る
中

ち
ゅ
う

年ね
ん

男だ
ん

性せ
い

が
い

て
、
ど
う
し
た
の
か
と
思お

も

っ
て
画が

面め
ん

を
見み

た
ら
、
ゲ
ー
ム
の
最さ

い

中ち
ゅ
うで

あ
っ
た
。
こ
の
光こ

う

景け
い

か
ら
思お

も

い
出だ

し
た
の
が
、
次つ

ぎ

の
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。

　
夙つ

と

に
誰だ

れ

か
―
Ａ
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
だ
っ
た
と
思お

も

う
が
、
西せ

い

欧お
う

の
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

の
人に

ん

間げ
ん

に
と
っ
て
無む

意い

味み

な
読よ

み

物も
の

、
音お

ん

楽が
く

鑑か
ん

賞し
ょ
う、

映え
い

画が

見け
ん

物ぶ
つ

な
ど
が
病

び
ょ
う

癖へ
き

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

モ
ル
ヒ
ネ
中

ち
ゅ
う

毒ど
く

の
心し

ん

理り

的て
き

等と
う

類る
い

の
観か

ん

を
呈て

い

し
て
い
る
。
多お

お

く
の

男だ
ん

女じ
ょ

が
、
も
し
数す

う

日じ
つ

否い
な

数す
う

時じ

間か
ん

で
も
、
新し

ん

聞ぶ
ん

や
映え

い

画が

や
ラ
ヂ

オ
を
奪と

ら
れ
た
ら
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
苦く

痛つ
う

を
感か

ん

じ
る
ほ
ど
に
な
っ
て

お
る
。・
・
・
と
論ろ

ん

じ
て
お
っ
た
。［
１
，　
Ｐ
１
５
１
］

　

オ
ル
ダ
ス
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
）・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
は
２
０
世せ

い

紀き

中ち
ゅ
う

葉よ
う

に
活か

つ

躍や
く

し
た
イ
ギ
リ
ス
の
文ぶ

ん

芸げ
い

作さ
っ

家か

で
あ
る
が
、
こ

の
指し

摘て
き

は
「
無む

意い

味み

な
読よ

み

物も
の

、音お
ん

楽が
く

鑑か
ん

賞し
ょ
う、映え
い

画が

見け
ん

物ぶ
つ

」に
ゲ
ー

ム
を
加く

わ

え
れ
ば
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
そ
の
ま
ま
当あ

て
は
ま
る
。

　

多お
お

く
の
政せ

い

治じ

家か

や
財ざ

い

界か
い

人じ
ん

の
指し

南な
ん

役や
く

を
務つ

と

め
た
安や

す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

『
人に

ん

間げ
ん

を
磨み

が

く
』
の
一い

っ

節せ
つ

で
あ
る
。
こ
の
本ほ

ん

は
和わ

洋よ
う

中ち
ゅ
うを

問と

わ
ず
、
世せ

界か
い

の
叡え

い

智ち

の
籠こ

も
っ
た
言こ

と

葉ば

を
集あ

つ

め
て
い
て
、

昭し
ょ
う

和わ

６
３
（
１
９
８
８
）
年ね

ん

に
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
、
こ
の
た
び
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

か
ら
『
安や

す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

活か
つ

学が
く

選せ
ん

集し
ゅ
う　

全ぜ
ん

１
０
巻か

ん

』［
２
］

の
一い

っ

巻か
ん

と
し
て
再さ

い

刊か
ん

さ
れ
た
も
の
だ
。
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

性し
ょ
うは

、
古こ

今こ
ん

東と
う

西ざ
い

を
問と

わ
ず
変か

わ
ら
な
い
、
と
改あ

ら
た

め
て
痛つ

う

感か
ん

す
る
。

　
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
よ
う
な
西せ

い

欧お
う

の
思し

想そ
う

伝で
ん

統と
う

を
担に

な

う
知ち

識し
き

人じ
ん

た
ち
は
、「
無む

意い

味み

な
読よ

み

物も
の

、
音お

ん

楽が
く

鑑か
ん

賞し
ょ
う、

映え
い

画が

見け
ん

物ぶ
つ

」
な

ど
の
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

は
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

喪そ
う

失し
つ

を
も
た
ら
す
、
と
危き

惧ぐ

し
た

よ
う
だ
。
１
９
１
２
年ね

ん

に
ノ
ー
ベ
ル
生せ

い

理り

学が
く

・
医い

学が
く

賞し
ょ
うを

受じ
ゅ

賞し
ょ
うし

た
フ
ラ
ン
ス
の
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

ア
レ
ク
シ
ス
・
カ
レ
ル
の
言げ

ん

も
、

安や
す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

『
人に

ん

間げ
ん

を
磨み

が

く
』を
読よ

む

２０１９年
ねん

４月
がつ

２８日
にち

版
ばん

こ
の
本ほ

ん

に
引い

ん

用よ
う

さ
れ
て
い
る
。

　
・
・
・
人に

ん

間げ
ん

は
却か

え

っ
て
自み

ず
か
ら
創つ

く

っ
た
世せ

界か
い

の
異い

邦ほ
う

人じ
ん　

Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ　
Ｉ
Ｎ　
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ　
で

あ
る
。

　
人に

ん

間げ
ん

は
自じ

分ぶ
ん

の
本ほ

ん

質し
つ

に
関か

ん

す
る
真ま

こ
との
智ち

識し
き

を
持も

た
な
か
っ
た

為た
め

に
、
こ
の
世せ

界か
い

を
自じ

分ぶ
ん

の
為た

め

に
作つ

く

り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。・
・
・
人に

ん

間げ
ん

を
知し

ら
な
い
人に

ん

間げ
ん

の
作つ

く

っ
た
世せ

界か
い

は
人に

ん

間げ
ん

の
身し

ん

体た
い

に
も
精せ

い

神し
ん

に
も
適て

き

し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

不ふ

幸こ
う

で
あ
る
。［
１
，　
Ｐ
２
４
１
］

　
「
人に

ん

間げ
ん

を
知し

ら
な
い
人に

ん

間げ
ん

の
作つ

く

っ
た
世せ

界か
い

」
で
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

思し

想そ
う

が
１
億お

く

人に
ん

も
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
出だ

し
、
核か

く

兵へ
い

器き

が
人じ

ん

類る
い

の

生せ
い

存ぞ
ん

を
脅お

び
や

か
し
、
さ
ら
に
は
欧お

う

州し
ゅ
う

各か
っ

国こ
く

で
移い

民み
ん

が
文ぶ

ん

化か

摩ま

擦さ
つ

を
引ひ

き
起お

こ
し
て
い
る
。

　

西せ
い

洋よ
う

人じ
ん

に
と
っ
て
は
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
何な

ん

世せ
い

紀き

も
か
け
て
創つ

く

り
上あ

げ
て
き
た
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

が
変へ

ん

質し
つ

し
て
い
く
の
を
目ま

の
当あ

た
り

に
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
危き

機き

感か
ん

は
他た

人に
ん

事ご
と

で
は
な
い
。
一い

っ

方ぽ
う

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
明め

い

治じ

維い

新し
ん

以い

来ら
い

、
西せ

い

欧お
う

文ぶ
ん

明め
い

を
「
舶は

く

来ら
い

品ひ
ん

」

と
し
て
学ま

な

び
、
そ
れ
ら
を
咀そ

嚼し
ゃ
くす

る
間ま

も
な
く
、
敗は

い

戦せ
ん

後ご

は

ア
メ
リ
カ
文ぶ

ん

明め
い

を
押お

し
つ
け
ら
れ
、
今い

ま

や
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

が
押お

し

寄よ

せ
て
き
て
い
る
。

　
い
わ
ば
、
借か

り
物も

の

の
衣い

装し
ょ
うを

取と

っ
替か

え
引ひ

っ
替か

え
着き

て
い
る

う
ち
に
、
自じ

分ぶ
ん

の
身み

の
丈た

け

に
あ
っ
た
服ふ

く

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
を
問と

い
か
け
る
こ
と
す
ら
も
忘わ

す

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
だ
け
、

我わ

が
国く

に

の
文ぶ

ん

明め
い

的て
き

危き

機き

は
深し

ん

刻こ
く

で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
文ぶ

ん

明め
い

的て
き

・
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
危き

機き

の
存そ

ん

在ざ
い

を
改あ

ら
た

め
て
気き

づ
か
せ
て
く
れ
る
の
が
、
古こ

今こ
ん

東と
う

西ざ
い

の
叡え

い

智ち

を
集あ

つ

め
た
こ
の
本ほ

ん

の
価か

値ち

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

が
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
高こ

う

齢れ
い

社し
ゃ

会か
い

に
向む

け
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
発は

つ

言げ
ん

が
な
さ
れ
た
事こ

と

が
あ

る
だ
ろ
う
か
？

　
良よ

い
葡ぶ

萄ど
う

酒し
ゅ

は
年と

し

を
経へ

て
始は

じ

め
て
澄す

ん
で
味あ

じ

が
出で

て
く
る

よ
う
に
人ひ

と

は
晩ば

ん

成せ
い

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
独ど

く

）
劇げ

き

作さ
っ

家か　
Ｈ
・
オ

イ
レ
ン
ベ
ル
ク
［
１
，　
Ｐ
２
５
４
］

　

オ
イ
レ
ン
ベ
ル
ク
は
２
０
世せ

い

紀き

前ぜ
ん

半は
ん

の
ド
イ
ツ
の
劇げ

き

作さ
っ

家か

だ

が
、
こ
の
美う

つ
く

し
い
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

の
中な

か

に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
叡え

い

智ち

が
籠こ

も
っ
て
い
る
。
世よ

の
中な

か

は
高こ

う

齢れ
い

社し
ゃ

会か
い

に
備そ

な

え
て
、
年ね

ん

金き
ん

制せ
い

度ど

は

大だ
い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

か
、
医い

療り
ょ
うや

介か
い

護ご

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
な
ど
と
経け

い

済ざ
い

的て
き

、
制せ

い

度ど

的て
き

な
議ぎ

論ろ
ん

は
盛さ

か

ん
だ
が
、
高こ

う

齢れ
い

社し
ゃ

会か
い

に
ふ
さ
わ

し
い
人に

ん

間げ
ん

の
生い

き
方か

た

を
考か

ん
が

え
直な

お

さ
な
い
と
、
長な

が

い
安あ

ん

逸い
つ

の
生せ

い

を

た
だ
退た

い

屈く
つ

し
な
が
ら
過す

ご
す
、
と
い
う
事こ

と

に
な
り
か
ね
な
い
。

　

安や
す

岡お
か

氏し

が
良よ

き
老お

い
方か

た

に
関か

ん

し
て
述の

べ
た
文ぶ

ん

章し
ょ
うを

見み

て
お
こ

う
。

　

我わ
れ

々わ
れ

人に
ん

間げ
ん

は
と
く
に
肉に

く

体た
い

の
老ろ

う

衰す
い

に
は
敏び

ん

感か
ん

で
あ
る
が
、

案あ
ん

外が
い

精せ
い

神し
ん

の
老ろ

う

衰す
い

に
は
気き

づ
か
ぬ
も
の
で
あ
る
。
気き

づ
い
て
も

当と
う

然ぜ
ん

の
事こ

と

と
し
て
、
反は

ん

省せ
い

し
た
り
、
振し

ん

起き

す
る
努ど

力り
ょ
くを
怠お

こ
た
り

が
ち
で
あ
る
。

　
古こ

来ら
い

医い

学が
く

の
専せ

ん

門も
ん

家か

は
、
人に

ん

間げ
ん

い
く
ら
年と

し

を
と
っ
て
も
、
否い

な

年と
し

を
と
る
ほ
ど
、
学が

く

問も
ん

や
芸げ

い

術じ
ゅ
つや
信し

ん

仰こ
う

に
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

を
抱い

だ

き
続つ

づ

け

る
こ
と
が
不ふ

老ろ
う

の
秘ひ

訣け
つ

で
あ
る
こ
と
を
切せ

つ

論ろ
ん

し
て
い
る
。
学が

く

問も
ん

・
信し

ん

仰こ
う

・
事じ

業ぎ
ょ
う

等な
ど

に
感か

ん

興き
ょ
うを
失う

し
な
わ
ず
、
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

を
抱い

だ

き
続つ

づ

け
る
老ろ

う

人じ
ん

こ
そ
、
不ふ

老ろ
う

の
特と

っ

権け
ん

階か
い

級き
ゅ
うで
あ
る
。［
１
，　

Ｐ

１
７
２
］

　
然た

だ

し
よ
く
鍛き

た

え
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
勝す

ぐ

れ
た
も
の
に
な
る
か
計は

か

り
知し

れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
西せ

い

洋よ
う

の
哲て

つ

学が
く

・
科か

学が
く

者し
ゃ

に
も
、
学が

く

問も
ん

芸げ
い

術じ
ゅ
つを
研け

ん

究き
ゅ
うし
て
お
る
間あ

い
だは
年と

し

を
と
ら
な
い
。
学が

く

芸げ
い

に
志

こ
こ
ろ
ざ

し
、
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

を
以も

っ

て
精

し
ょ
う

進じ
ん

す
る
人じ

ん

物ぶ
つ

は
不ふ

老ろ
う

の
特と

っ

権け
ん

階か
い

級き
ゅ
うで
あ

る
。
学が

く

芸げ
い

の
研け

ん

究き
ゅ
うの
為た

め

に
病

び
ょ
う

弱じ
ゃ
く

老ろ
う

衰す
い

し
た
と
い
う
の
は
不ふ

覚か
く

の
罪つ

み

・
過あ

や

ち
で
あ
る
と
説と

い
て
お
る
者も

の

が
少す

く

な
い
。

　
Ａ
・
カ
レ
ル
や
Ｊ
・
ロ
ス
タ
ン
な
ど
そ
の
好こ

う

例れ
い

で
、
著ち

ょ

書し
ょ

も

広ひ
ろ

く
知し

ら
れ
て
お
る
。
こ
れ
か
ら
後の

ち

は
「
老お

い
先さ

き

の
短み

じ
かい
」
で

は
な
く
て
、「
老お

い
先さ

き

の
長な

が

い
」
老ろ

う

人じ
ん

達た
ち

が
ど
う
健け

ん

勝し
ょ
う（
祥し

ょ
う
）

を
保た

も

つ
か
が
問も

ん

題だ
い

で
あ
ろ
う
。［
１
，　
Ｐ
１
７
５
］

　
こ
う
い
う
「
学が

く

芸げ
い

に
志

こ
こ
ろ
ざし

、
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

を
以も

っ

て
精

し
ょ
う

進じ
ん

す
る
」「
老お

い
先さ

き

の
長な

が

い
」
老ろ

う

人じ
ん

達た
ち

が
増ふ

え
れ
ば
、
高こ

う

齢れ
い

化か

社し
ゃ

会か
い

に
な
っ

て
も
国こ

く

民み
ん

の
活か

つ

力り
ょ
くは

維い

持じ

さ
れ
、
叡え

い

智ち

は
い
よ
い
よ
深ふ

か

ま
り
、

政せ
い

治じ

経け
い

済ざ
い

も
安あ

ん

定て
い

し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
若わ

か

い
頃こ

ろ

に
学が

く

問も
ん

芸げ
い

術じ
ゅ
つに

興
き
ょ
う

味み

を
示し

め

さ
な
か
っ
た
人に

ん

間げ
ん

が
、
退た

い

職し
ょ
くし

て
暇ひ

ま

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
突と

つ

然ぜ
ん

、
学が

く

芸げ
い

に
志

こ
こ
ろ
ざす

、
と
い
う
の
も
難む

ず
か

し
そ
う
だ
。
安や

す

岡お
か

氏し

は
次つ

ぎ

の
エ
ジ
ソ

ン
の
言こ

と

葉ば

を
引い

ん

用よ
う

し
て
い
る
。

　

人ひ
と

は
七し

ち

十じ
ゅ
うに
な
っ
て
、
日ひ

を
過す

ご

す
の
に
、
退た

い

屈く
つ

心し
ん

を
覚お

ぼ

え

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
人ひ

と

が
若わ

か

い
日ひ

に
興

き
ょ
う

味み

を
覚お

ぼ

ゆ

べ
き
無む

数す
う

の
事じ

物ぶ
つ

を
閑か

ん

却き
ゃ
くし
て
お
っ
た
証

し
ょ
う

拠こ

で
あ
る
。［
１
，　

Ｐ
１
４
４
］

　

学が
く

問も
ん

に
し
ろ
芸げ

い

術じ
ゅ
つに

し
ろ
、
一い

っ

朝ち
ょ
う

一い
っ

夕せ
き

に
成な

る
も
の
で
は
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
安や

す

岡お
か

氏し

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
言い

う
。

　

私わ
た
しの
好す

き
な
一い

っ

訓く
ん

に
、
有ゆ

う

名め
い

な
鎌か

ま

倉く
ら

彫ぼ
り

の
元が

ん

祖そ

が
そ
の
子し

孫そ
ん

に
残の

こ

し
た
名め

い

言げ
ん

が
あ
る
。

　
「
志し

業ぎ
ょ
うは
そ
の
行い

き

詰づ
ま

り
を
見み

せ
ず
し
て
一い

っ

生し
ょ
うを
終お

わ

る
を
真し

ん

実じ
つ

の
心

こ
こ
ろ

得え

と
な
す
」。

　
い
か
に
も
と
感か

ん

服ぷ
く

す
る
。

　

不ふ

肖し
ょ
うも
生い

け
る
限か

ぎ

り
は
、
そ
の
行い

き

詰づ
ま

り
を
見み

せ
ず
し
て
、

よ
く
勉べ

ん

強き
ょ
うし
た
い
と
念ね

ん

じ
て
お
る
。
同ど

う

人じ
ん

諸し
ょ

賢け
ん

に
も
こ
れ
を

期き

待た
い

す
る
。［
１
，　
１
４
５
］

　
「
行い

き

詰づ
ま

り
を
見み

せ
ず
し
て
」
と
は
、
そ
の
芸げ

い

が
年と

し

と
と
も
に

深ふ
か

ま
っ
て
い
く
事こ

と

だ
ろ
う
。
そ
の
探た

ん

求き
ゅ
うを

続つ
づ

け
た
ま
ま
、
一い

っ

生
し
ょ
う

を
終お

え
る
の
が
達た

つ

人じ
ん

の
道み

ち

で
あ
る
。
こ
う
い
う
姿し

勢せ
い

が
あ
れ
ば

こ
そ
、「
良よ

い
葡ぶ

萄ど
う

酒し
ゅ

は
年と

し

を
経へ

て
始は

じ

め
て
澄す

ん
で
味あ

じ

が
出で

て

く
る
よ
う
に
人ひ

と

は
晩ば

ん

成せ
い

」
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
「
晩ば

ん

成せ
い

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

に
つ
い
て
、
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

の

月げ
っ

刊か
ん

誌し

『
致ち

知ち

』
最さ

い

近き
ん

号ご
う

の
巻か

ん

頭と
う

言げ
ん

で
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
特と

く

別べ
つ

顧こ

問も
ん

・
數す

土ど

文ふ
み

夫お

氏し

が
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た

っ
て
い
た
。

　
『
老ろ

う

子し

』
に
大た

い

器き

晩ば
ん

成せ
い

と
い
う
言こ

と

葉ば

が
あ
り
ま
す
。
一い

っ

般ぱ
ん

に

も
馴な

染じ

み
深ぶ

か

い
言こ

と

葉ば

で
、
年ね

ん

齢れ
い

を
重か

さ

ね
て
頭と

う

角か
く

を
現あ

ら
わ
し
て
き

た
人ひ

と

を
指さ

し
て
、
あ
る
い
は
、
な
か
な
か
真し

ん

価か

を
発は

っ

揮き

で
き

ず
に
い
る
人ひ

と
へ
の
期き

待た
い

を
込こ

め
て
、「
あ
の
人ひ

と

は
大た

い

器き

晩ば
ん

成せ
い

だ
」

と
い
う
使つ

か

わ
れ
方か

た

を
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
使し

用よ
う

例れ
い

に
は
、
大た

い

器き

は
成な

る
の

が
晩お

そ

く
、
い
つ
ま
で
も
完か

ん

成せ
い

し
た
よ
う
に
は
見み

え
な
い
も
の
で

あ
る
と
い
う
、
本ほ

ん

来ら
い

の
意い

味み

合あ

い
が
抜ぬ

け
落お

ち
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
「
大た

い

器き

は
成な

る
の
が
晩お

そ

く
、
い
つ
ま
で
も
完か

ん

成せ
い

し
た
よ
う
に

は
よ
う
に
は
見み

え
な
い
」
と
は
、
良よ

い
葡ぶ

萄ど
う

酒し
ゅ

が
熟

じ
ゅ
く

成せ
い

す
る
の

に
時じ

間か
ん

が
か
か
る
の
と
同お

な

じ
だ
ろ
う
。
短た

ん

期き

的て
き

な
利り

益え
き

や
効こ

う

率り
つ

ば
か
り
問も

ん

題だ
い

に
し
て
、
葡ぶ

萄ど
う

酒し
ゅ

が
ゆ
っ
く
り
熟

じ
ゅ
く

成せ
い

す
る
よ
う

に
時じ

間か
ん

を
か
け
て
、
じ
っ
く
り
己お

の
れ

を
磨み

が

い
て
い
く
道み

ち

を
忘わ

す

れ
て

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
人に

ん

間げ
ん

を
知し

ら
な
い
人に

ん

間げ
ん

の
作つ

く

っ
た
世せ

界か
い

」
の

                               

不ふ

幸こ
う

か
ら
人に

ん

間げ
ん

を
救す

く

い
出だ

す
た
め
に
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い
る
の
が
、
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

の
欠け

っ

陥か
ん

で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
若わ

か

い
頃こ

ろ

は
仕し

事ご
と

が
忙い

そ
がし

く
て
、
と
て
も
学が

く

芸げ
い

な

ど
に
時じ

間か
ん

を
割さ

く
余よ

裕ゆ
う

は
な
い
、
と
い
う
声こ

え

が
聞き

こ
え
て
き
そ

う
で
あ
る
。「
働は

た
ら

き
方か

た

改か
い

革か
く

」
が
声こ

わ

高だ
か

に
叫さ

け

ば
れ
る
の
も
そ
の

故ゆ
え

だ
ろ
う
。
こ
の
点て

ん

で
も
古こ

人じ
ん

の
叡え

い

智ち

は
抜ぬ

か
り
な
い
。

　

な
か
な
か
に　

遊あ
そ

ぶ
い
と
ま
は　

あ
る
人ひ

と

の　

い
と
ま
な
し
と
て　

書し
ょ

読よ

ま
ぬ
か
な

　

本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
歌う

た

で
あ
る
。
宣の

り

長な
が

は
３
５
年ね

ん

か
け
て
『
古こ

事じ

記き

伝で
ん

』
４
４
巻か

ん

を
著ち

ょ

し
た
。
昼ひ

る

間ま

は
医い

者し
ゃ

と
し
て
の
勤つ

と

め
、

夜よ
る

は
弟で

子し

た
ち
に
古こ

典て
ん

の
講こ

う

義ぎ

を
行お

こ
ない

、
そ
の
暇い

と
ま

に
古こ

事じ

記き

伝で
ん

以い

外が
い

に
三さ

ん

十じ
ゅ
う

六ろ
く

種し
ゅ

九き
ゅ
う

十じ
ゅ
う

八は
ち

巻か
ん

以い

上じ
ょ
うの

著ち
ょ

作さ
く

を
残の

こ

し
た
。

［
３
，　

Ｐ
２
２
３
］

　

安や
す

岡お
か

氏し

自じ

身し
ん

も
、
自み

ず
か

ら
の
研け

ん

究き
ゅ
う

態た
い

度ど

に
関か

ん

し
て
、
こ
う
述の

べ
て
い
る
。

　
外が

い

出し
ゅ
つか
ら
帰き

宅た
く

し
た
ら
、
帽ぼ

う

子し

も
オ
ー
バ
ー
も
着つ

け
た
ま

ま
書し

ょ

斎さ
い

に
直

ち
ょ
っ

行こ
う

し
て
調し

ら

べ
も
の
を
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ

う
い
う
時と

き

は
、
風ふ

呂ろ

に
入は

い

り
、
和わ

服ふ
く

に
着き

が
え
、
く
つ
ろ
い
で

一い
っ

杯ぱ
い

や
っ
て
か
ら
で
は
だ
め
な
の
だ
。

　

僕ぼ
く

の
こ
と
を
天て

ん

才さ
い

だ
な
ど
と
言い

う
人ひ

と

が
あ
る
が
、
そ
れ
は

違ち
が

う
。
不ふ

断だ
ん

の
努ど

力り
ょ
くだ
。
も
っ
と
も
、
鈍ど

ん

才さ
い

な
の
か
も
知し

れ
な

い
。［
１
，　
Ｐ
１
７
］

　
一ひ

と
つ
の
道み

ち

を
追つ

い

求き
ゅ
うす

る
の
に
、「
鈍ど

ん

才さ
い

」
は
障

し
ょ
う

害が
い

に
は
な
ら

な
い
。

…
大だ

い

教き
ょ
う

育い
く

家か

の
ぺ
ス
タ
ロ
ツ
チ
は
鈍ど

ん

才さ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
も
同ど

う

類る
い

。
そ
も
そ
も
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
し
て
か
ら
が
、
兄

き
ょ
う

弟だ
い

八は
ち

人に
ん

中ち
ゅ
う

一い
ち

番ば
ん

出で

来き

の
悪わ

る

い
少

し
ょ
う

年ね
ん

で
あ
っ

た
。

　
世よ

の
鈍ど

ん

物ぶ
つ

魯ろ

生せ
い

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：　
鈍に

ぶ

い
人ひ

と

）
よ
、
安あ

ん

心し
ん

し

て
発は

っ

慣か
ん

せ
よ
。［
１
，　
Ｐ
６
４
］

　

鈍ど
ん

才さ
い

を
乗の

り
越こ

え
る
「
不ふ

断だ
ん

の
努ど

力り
ょ
く」

は
、
真し

ん

剣け
ん

に
何な

に

事ご
と

か
を
求も

と

め
る
所と

こ
ろ

か
ら
生う

ま
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
詩し

人じ
ん

フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ラ
ー
は
「
生せ

い

命め
い

を
賭と

し
て
か
か
る
の
で

な
け
れ
ば
、
い
つ
に
な
っ
て
も
生せ

い

命め
い

を
我わ

が
も
の
に
す
る
こ
と

は
で
き
ぬ
」
と
言い

っ
た
［
１
，　

Ｐ
２
５
４
］。
人じ

ん

生せ
い

を
何な

に

か

に
賭か

け
る
こ
と
が
、
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

を
価か

値ち

あ
る
も
の
に
す
る
道み

ち

で
あ
る
。

　

宣の
り

長な
が

の
生い

き
方か

た

は
、
真ま

こ
との

学が
く

問も
ん

は
人ひ

と

々び
と

と
の
対た

い

話わ

の
中な

か

か

ら
生う

ま
れ
て
く
る
、
と
い
う
事こ

と

を
明あ

き

ら
か
に
し
て
い
る
。
宣の

り

長な
が

は
、
有ゆ

う

名め
い

な
「
松ま

つ

坂さ
か

の
夜よ

る

」
で
一い

ち

度ど

だ
け
対た

い

面め
ん

し
た
賀か

茂も
の

真ま

淵ぶ
ち

か
ら
『
古こ

事じ

記き

』
の
研け

ん

究き
ゅ
うを

進す
す

め
ら
れ
て
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

固か
た

め
、
ま

た
死し

去き
ょ

し
た
頃こ

ろ

の
門も

ん

人じ
ん

は
４
８
７
人に

ん

に
達た

っ

し
て
い
た
と
い
う
。

　

宣の
り

長な
が

の
処し

ょ

女じ
ょ

作さ
く

と
さ
れ
て
い
る
歌か

論ろ
ん

『
排あ

し

薦わ
け

小お

船ぶ
ね

』
は
問と

い
と
答こ

た

え
か
ら
構こ

う

成せ
い

さ
れ
、
学が

く

友ゆ
う

や
門も

ん

人じ
ん

と
の
対た

い

話わ

を
通つ

う

じ

て
、
そ
の
考か

ん
が

え
が
深ふ

か

め
ら
れ
て
い
っ
た
事こ

と

が
見み

て
と
れ
る
。

　

安や
す

岡お
か

氏し

の
子し

息そ
く

で
安や

す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

記き

念ね
ん

館か
ん

理り

事じ

長ち
ょ
うの

正ま
さ

泰や
す

氏し

は
「
人じ

ん

生せ
い

は
縁え

ん

か
ら
始は

じ

ま
る
。
そ
の
縁え

ん

を
大た

い

切せ
つ

に
す
る
こ
と
」

を
幼お

さ
ない

頃こ
ろ

か
ら
一い

ち

番ば
ん

教お
し

え
ら
れ
て
育そ

だ

っ
た
と
い
う
。

…
だ
か
ら
こ
そ
普ふ

段だ
ん

か
ら
善よ

い
人ひ

と

、
善よ

い
教お

し

え
、
善よ

い
書し

ょ

物も
つ

な

ど
に
は
縁え

ん

を
結む

す

ん
で
お
く
こ
と
が
勝

し
ょ
う

縁え
ん

・
善ぜ

ん

縁え
ん

に
な
る
。［
１
，　

Ｐ
４
］

　

た
と
え
ば
、
人に

ん

間げ
ん

学が
く

の
雑ざ

っ

誌し

『
致ち

知ち

』
を
テ
キ
ス
ト
に
、

全ぜ
ん

国こ
く

の
地ち

域い
き

、
企き

業ぎ
ょ
う、

学が
っ

校こ
う

な
ど
で
小

し
ょ
う

規き

模ぼ

な
勉べ

ん

強き
ょ
う

会か
い

、
ま

さ
に
現げ

ん

代だ
い

の
寺て

ら

子こ

屋や

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
る
［
４
］。
こ
う
い
う

集あ
つ

ま
り
に
参さ

ん

加か

す
る
の
も
「
勝

し
ょ
う

縁え
ん

・
善ぜ

ん

縁え
ん

」
に
近ち

か

づ
く
道み

ち

で

あ
ろ
う
。

　

も
う
一ひ

とつ
、
味あ

じ

わ
う
べ
き
は
安や

す

岡お
か

氏し

の
次つ

ぎ

の
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。

　
人に

ん

間げ
ん

を
動う

ご

か
す
の
は
、
長な

が
っ
た
ら
し
い
論ろ

ん

文ぶ
ん

で
は
な
い
。
く

ど
く
ど
と
い
く
ら
説せ

っ

教き
ょ
うし
て
も
、
人に

ん

間げ
ん

は
更こ

う

生せ
い

し
は
し
な
い
。

片へ
き

言げ
ん

隻せ
っ

句く

で
足た

り
る
の
だ
。
そ
れ
も
、
心こ

こ
ろに
し
み
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
原げ

ん

則そ
く

で
あ
る
。
生い

き
た
苦く

悩の
う

を
悟さ

と

り
、

心こ
こ
ろに
ひ
ら
め
く
真し

ん

実じ
つ

の
智ち

慧え

、
体た

い

験け
ん

と
精せ

い

神し
ん

の
凝

ぎ
ょ
う

結け
つ

し
た

叫さ
け

び
、
そ
こ
か
ら
見け

ん

識し
き

が
養や

し
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。［
１
，　

Ｐ

１
０
］

　

人ひ
と

が
智ち

慧え

と
体た

い

験け
ん

の
籠こ

も
っ
た「
片へ

き

言げ
ん

隻せ
っ

句く

」を
人ひ

と

に
語か

た

る
。

学が
く

問も
ん

の
原げ

ん

初し
ょ

の
姿す

が
た

が
こ
こ
に
あ
る
。
安や

す

岡お
か

氏し

が
「
片へ

き

言げ
ん

隻せ
っ

句く

」

を
渉

し
ょ
う

猟り
ょ
うし

て
、
こ
の
『
人に

ん

間げ
ん

を
磨み

が

く
』
を
編あ

ん
だ
の
も
、
こ
の

考か
ん
がえ

か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、読ど

く

者し
ゃ

は
こ
の
本ほ

ん

の
中な

か

か
ら
、

自じ

分ぶ
ん

に
響ひ

び

い
て
く
る
「
片へ

き

言げ
ん

隻せ
っ

句く

」
を
心こ

こ
ろ

に
刻き

ざ

み
、
そ
れ
を

他た

の
人ひ

と

と
の
勉べ

ん

強き
ょ
う

会か
い

で
語か

た

り
合あ

う
の
も
真ま

こ
との

学が
く

問も
ん

へ
の
道み

ち

で
あ

ろ
う
。

１
．「
無む

意い

味み

な
読よ

み

物も
の

、

         

音お
ん

楽が
く

鑑か
ん

賞し
ょ
う

、
映え

い

画が

見け
ん

物ぶ
つ

な
ど
が

         

病び
ょ
う

癖へ
き

に
な
っ
て
」

w
w
w
.ch

ich
i.co

.jp
/

sp
ecials/yasu

okas-
enshu/

（
３
）
和わ

辻つ
じ

哲て
つ

郎ろ
う

「
尊そ

ん

皇の
う

思し

想そ
う

と
そ
の
伝で

ん

統と
う

」『
和わ

辻つ
じ

哲て
つ

郎ろ
う

全ぜ
ん

集し
ゅ
う　

第だ
い

１
４
巻か

ん

』、
岩い

わ

波な
み

書し
ょ

店て
ん

、
Ｓ
３
７

（
４
）
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

「
致ち

知ち

を
使つ

か

っ
た
研け

ん

修し
ゅ
う・

勉べ
ん

強き
ょ
う

会か
い

」

https://w
w
w
.chichi.

co.jp/study/

ば
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

を
明あ

か

る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
数す

う

日じ
つ

で
「
令れ

い

和わ

」
の
御み

代よ

が
明あ

け
る
。「
一い

っ

燈と
う

照し
ょ
う

隅ぐ
う

・

万ば
ん

燈と
う

照し
ょ
う

国こ
く

」
こ
そ
、「
人ひ

と

々び
と

が
美う

つ
く

し
く
心こ

こ
ろを

寄よ

せ
合あ

う
中な

か

で
、

文ぶ
ん

化か

が
生う

ま
れ
育そ

だ

つ
」
と
い
う
「
令れ

い

和わ

」
の
理り

想そ
う

を
具ぐ

象し
ょ
う

化か

し
た
光こ

う

景け
い

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
６
６
）　

昭
し
ょ
う

和わ

の
哲て

つ

人じ
ん

・
安や

す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

　
「
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

」
と
「
平へ

い

成せ
い

」
の
元げ

ん

号ご
う

に
込こ

め
ら
れ
た
祈い

の

り
と
は
。　

http://w
w
w
2
s.biglobe.ne.jp/nip-

pon/jogbd_h1
6
/jog3

6
6
.htm

l

Ｂ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
３
８
）　

天て
ん

命め
い

、
天て

ん

職し
ょ
く、

真し
ん

楽ら
く　

～　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
た
め
の
『
ポ
ケ
ッ
ト
修

し
ゅ
う

養よ
う

論ろ
ん

』　
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
精せ

い

神し
ん

に

は
ま
だ
清せ

い

冽れ
つ

な
地ち

下か

水す
い

が
流な

が

れ
て
い
る
」　h

ttp
://b

lo
g
.

jog-net.jp/2
0
1
6
0
2
/article_5

.htm
l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
安や

す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

『
人に

ん

間げ
ん

を
磨み

が

く
』
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

★
★
★
、
Ｈ
２
９　

h
ttp

s://o
n
lin

e.ch
ich

i.
co

.jp
/categ

o
ry

/B
O
O
K
1
1
/8

9
3
.h
tm

l?_
g
a
=2

.1
2
4
9
9
6
0
3
4
.9
9
4
7
7
0
9
4
1
.1
5
5
6
2
4

2
2
1
5
-3
9
7
8
8
6
9
1
4
.1
5
3
3
3
3
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Tem início reunião de cúpula 
do G20 em Osaka Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

G20 (28/06/2019)

Líderes mundiais inicia-
ram discussões na reunião 
de cúpula do Grupo dos 
Vinte em Osaka. O en-
contro de dois dias acon-
tece em um momento de 
crescentes tensões globais, 
como a guerra comercial, 
que está sendo travada en-
tre os Estados Unidos e a 
China, e o atrito entre Wa-
shington e Teerã.
Inicialmente, as autorida-
des discutiram comércio e 
economia global.
No início da primeira ses-

são, o primeiro-ministro 
do Japão, Shinzo Abe, 
afirmou, “Economia livre 
e aberta é a base da paz e 
prosperidade. Temores e 
descontentamento em re-
lação a rápidas mudanças, 
provocadas pela globaliza-
ção, às vezes gera tentação 
de adotar protecionismo e 
graves conflitos entre na-
ções. Contudo, a adoção 
recíproca de medidas co-
merciais restritivas não be-
neficiam país algum.”
A cúpula teve início oficial-

mente na manhã de sexta-
feira, com uma cerimônia 
de abertura presidida por 
Abe. A meta da reunião é 
superar opiniões divergen-
tes e obter consenso sobre 
uma ampla gama de ques-
tões urgentes.
As discussões devem dar 
enfoque ao comércio. Um 
dos momentos mais espe-
rados é o encontro entre 
o presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, e 
o da China, Xi Jinping, no 
sábado.

Tensões entre os Estados 
Unidos e o Irã também 
serão um tema polêmico. 
A situação vem piorando 
desde que dois navios pe-
troleiros foram atacados, 
neste mês, nas proximida-
des de uma das principais 
rotas de transporte de pe-
tróleo do Oriente Médio. O 
governo americano culpa 
Teerã pelo incidente, mas 
o Irã vem negando as acu-
sações.

Jair Bolsonaro vai propor desenvolvimento 
conjunto da Amazônia com o Japão

G20 (26/06/2019)

O presidente do Brasil 
vai propor um acordo com 
o Japão para o desenvolvi-
mento conjunto da região 
amazônica quando se reu-
nir com o premiê japonês.
Jair Bolsonaro publicou a 
ideia nas redes sociais na 
terça-feira antes de partir 
para a cúpula do G20 em 

Osaka, no Japão, que terá 
início na sexta-feira.
Na publicação, Bolsonaro 
disse que vai se encontrar 
com o premiê japonês, 
Shinzo Abe. Ele afirmou 
que quer debater a explo-
ração da biodiversidade da 
Amazônia.
Bolsonaro vem tentando 

Eleição para a Câmara Alta 
do Japão é agendada para 
21 de julho

Pianista japonês fica em 
segundo lugar no Concurso 
Tchaikovsky de Piano

Eleição (26/06/2019)

Pianista (28/06/2019)

Uma eleição para a Câ-
mara Alta do Japão acon-
tecerá no mês que vem. 
Nesta quarta-feira (26), o 
Gabinete de Shinzo Abe, 
o premiê japonês, decidiu 
que o pleito ocorrerá em 21 
de julho. Campanhas ofi-
ciais terão início na quinta 
(4) da semana que vem.
A agenda foi determinada 
no último dia da sessão 
ordinária do Parlamento, 
que tem 150 dias. A deci-
são respeitou a legislação 
que determina que vota-
ções devem ocorrer entre 
24 e 30 dias do término da 
sessão.

Um pianista japonês de 
20 anos ficou em segundo 
lugar no Concurso Interna-
cional Tchaikovsky de Pia-
no, em Moscou.
Mao Fujita estava entre 
sete finalistas, e a premia-
ção foi anunciada quinta-
feira num conservatório 
em Moscou. Fujita dividiu 
o segundo lugar e meda-
lhas de prata com Dmitriy 
Shishkin, da Rússia. O pri-
meiro lugar e a medalha de 

Ao todo, 124 assentos se-
rão disputados no pleito. 
Destes, 74 são de distritos 
eleitorais e 50 de represen-
tação proporcional. Meta-
de das cadeiras da Câmara 
Alta são disputadas a cada 
três anos.
O Partido Liberal De-
mocrático (PLD), a sigla 
governista, e o Partido 
Komei, seu parceiro de co-
alizão, desejam conquistar 
a maioria dos assentos dis-
putados, ou seja, ao menos 
63 cadeiras. Já as siglas de 
oposição esperam acabar 
com o domínio do PLD.

ouro ficaram com Alexan-
dre Kantorow, da França.
O Concurso Tchaikovsky 
é realizado de quatro em 
quatro anos e é uma das 
três principais competi-
ções de música clássica 
do mundo. As outras duas 
são a Competição Interna-
cional Chopin de Piano, na 
Polônia, e a Competição 
Rainha Elizabeth, na Bél-
gica.

forçar o desenvolvimento 
da região.
A floresta tropical sul-a-
mericana desempenha um 
importante papel na mi-
tigação do aquecimento 
global, que deve ser um 
dos tópicos do encontro do 
G20.
Críticos dentro e fora do 

Brasil dizem que as políti-
cas de Bolsonaro vão levar 
à destruição do meio am-
biente.
As críticas não têm im-
pedido o presidente, que 
também propôs um projeto 
de desenvolvimento seme-
lhante a Donald Trump.

Premiê japonês conversa com 
Trump nos bastidores do G20

G20  (28/06/2019)

Líderes mundiais se en-
contram reunidos em Osaka 
para o encontro de cúpula do 
G20, que terá dois dias de 
duração. Ao longo das ses-
sões oficiais, conversações 
bilaterais entre líderes chave 
que acontecerão nos basti-
dores também estão atraindo 
muitas atenções. Uma delas 
foi a reunião do premiê ja-
ponês, Shinzo Abe, com o 
presidente americano, Do-
nald Trump.
No início do encontro, Abe 
disse o seguinte: “Gostaria 
de dar as boas-vindas ao 
presidente Trump a Osaka. 
Esta visita para o encontro 

do G20, acontece após mi-
nha ida aos Estados Unidos 
em abril, e a vinda do pre-
sidente ao Japão como con-
vidado de Estado em maio. 
Tais visitas feitas mutua e 
frequentemente por líderes 
de dois países em tão curto 
período de tempo provam 
o quão forte é a aliança ni-
po-americana. Gostaria, 
também, de expressar minha 
gratidão mais uma vez pela 
vinda no mês passado como 
o primeiro convidado de Es-
tado na nova era Reiwa do 
Japão.
Como o encontro do G20 de 
Osaka tem início hoje, gos-

taríamos de enviar uma forte 
mensagem através da nossa 
contribuição para solucionar 
os desafios enfrentados pela 
comunidade internacional, 
tais como o crescimento sus-
tentável da economia mun-
dial. Sem a cooperação do 
Japão e dos Estados Unidos, 
não poderíamos conseguir 
sucesso nesta proposta.”
Por sua vez, Trump respon-
deu: “Sei que vamos ter um 
dia com muito êxito e que 
conversaremos sobre muitas 
coisas e discutiremos muitas 
questões comerciais”.
Abe quis confirmar se as 
duas partes vão avançar com 

as conversações comerciais 
bilaterais em andamento de 
uma forma que seja benéfica 
para ambas as partes.
Também se espera que os 
dois líderes tenham conver-
sado sobre a recente viagem 
de Abe ao Irã em meio às 
tensões que se elevam entre 
Teerã e Washington.
Abe e Trump deverão, tam-
bém, ter trocado opiniões 
sobre o tratado de segurança 
em vigor há longa data en-
tre os dois países. Um pouco 
antes de vir ao encontro do 
G20, Trump reclamou que o 
tratado era unilateral.
Especialistas no assunto 
dizem que encontros tão 
frequentes entre líderes dos 
dois países são algo sem 
precedentes.

Donald Trump se mostra insatisfeito com o acordo 
de segurança vigente com o Japão

Defesa nacional (27/06/2019)

O presidente dos Esta-
dos Unidos Donald Trump 
manifestou seu desconten-
tamento sobre o acordo de 
defesa que seu país man-
tém com o Japão, um de 
seus principais aliados.
Trump participou de uma 
entrevista por telefone 
com um veículo da mídia 
norte-americana na quarta-
feira. Quando perguntado 

sobre o que ele quer con-
cretizar ao firmar acordos 
bilaterais com Japão, Índia 
e países do sudeste asiáti-
co, Trump respondeu que 
“quase todos os países do 
mundo levam vantagem 
sobre os Estados Unidos. 
É inacreditável.”
Trump continuou comen-
tando sobre a aliança de 
segurança entre os EUA e 

o Japão. Ele disse que “se 
o Japão for atacado, terá 
início a Terceira Guerra 
Mundial. Nós tomaremos 
parte e os defenderemos 
com nossas vidas. Mas se 
nós formos atacados, eles 
não precisam nos ajudar 
de forma alguma. Eles po-
dem assistir ao ataque em 
uma televisão da Sony.”
Os comentários foram 

feitos após a Bloomberg 
News ter reportado nesta 
semana que Trump teria 
considerado retirar-se do 
acordo de segurança com 
o Japão durante uma con-
versa particular, chaman-
do o acordo de injusto. 
Um representante da Casa 
Branca informou à NHK 
que o responsável por esta 
notícia já foi informado de 
que ela não está totalmente 
correta.

Agência meteorológica exorta população a tomar 
cuidado com chuvas fortes no Japão

Agência meteorológica (28/06/2019)

O tufão Sepat deverá mu-
dar brevemente para um 
sistema de baixa pressão 
ao largo da costa da região 
Kanto, na região leste do 
Japão. Contudo, a Agência 
de Meteorologia do Japão 
disse que chuvas e ventos 
fortes deverão continuar, e 

as autoridades pedem que 
a população tome cuidado 
com os fortes ventos e on-
das do mar altas.
A agência está advertindo 
os moradores a ficarem 
atentos com deslizamentos 
de terra, inundações em 
áreas baixas e transbor-

damentos de rios. Disse, 
também, que às 9h00 desta 
sexta-feira, o tufão Sepat 
se encontrava na cidade de 
Choshi, no sudeste da pro-
víncia de Chiba, próxima a 
Tóquio.
Calor e ar úmido vindos 
do sul criaram condições 

atmosféricas instáveis na 
região de Kyushu, na par-
te sul do Japão. As fortes 
chuvas aumentaram os 
riscos de deslizamentos na 
província de Kagoshima. 
Alertas de deslizamentos 
de terra têm sido emitidos 
para algumas partes da 
província.

Comitê Olímpico do Japão elege Yasuhiro Yamashita 
como seu novo presidente

Comitê Olímpico do Japão (28/06/2019)

O Comitê Olímpico do 
Japão elegeu como seu 
novo presidente Yasuhiro 
Yamashita, ganhador da 
medalha de ouro em judô 
na Olimpíada de Los An-
geles de 1984.
Yamashita assumiu o cargo 
em uma reunião do comitê 

realizada na quinta-feira. 
Tsuyoshi Fukui, jogador 
de tênis profissional, é o 
novo secretário-geral. Os 
dois vão trabalhar com 
25 outros novos membros 
executivos do comitê, que 
também foram indicados 
no mesmo dia.

Yamashita entrou no lugar 
de Tsunekazu Takeda, que 
deixou o cargo em uma 
reunião do Comitê Olím-
pico do Japão na quin-
ta-feira, uma vez que seu 
décimo mandato expira 
este mês. Ele renunciou ao 
cargo após alegações de 

envolvimento em subor-
no relacionado ao comitê 
de candidatura de Tóquio 
que ele liderou para os Jo-
gos Olímpicos de Verão de 
2020.
Praticamente não se tem 
ouvido dizer de um pre-
sidente de um comitê 
olímpico nacional ter sido 
substituído faltando menos 
de um ano para o país se-
diar os jogos.
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名な

前ま
え

は
同ど

う

郷き
ょ
うの
英え

い

雄ゆ
う

、
坂さ

か

本も
と

龍り
ょ
う

馬ま

か
ら
取と

っ
た
も
の
で
、

本ほ
ん

来ら
い

は
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
（
り
ょ
う
）」

と
す
べ
き
と
こ
ろ
。
水み

ず

野の

本ほ
ん

人に
ん

も
読よ

み
方か

た

に
こ
だ
わ
っ
て
い

た
と
言い

わ
れ
て
い
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

に
立た

つ
移い

民み
ん

の
祖そ

の
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

ゆ
え
に
、
も
う

少す
こ

し
こ
だ
わ
る
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

水み
ず

野の

胸き
ょ
う

像ぞ
う

の
台だ

い

座ざ

に
は
ポ

　
こ
れ
で
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
英え

い

傑け
つ

４
人に

ん

が
揃そ

ろ

い
踏ぶ

み
―
―
水み

ず

野の

龍り
ょ
うと
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

胸き
ょ
う

像ぞ
う

の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

が
１
５
日に

ち

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
日に

本ほ
ん

風ふ
う

広ひ
ろ

場ば

ラ
ル
ゴ
・
ダ
・
ポ
ル
ヴ
ォ
ラ
（Largo da P

olvora

）
で
執と

り
行お

こ
なわ
れ
た
。
水み

ず

野の

龍り
ょ
うの
三さ

ん

男な
ん

・
龍

り
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
、
在ざ

い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

、
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
訪ほ

う

伯は
く

中ち
ゅ
うの
演え

ん

歌か

歌か

手し
ゅ

三み

山や
ま

ひ
ろ
し
一い

っ

行こ
う

、
各か

く

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
約や

く

１
２
０
人に

ん

が
参さ

ん

列れ
つ

し
、
広ひ

ろ

場ば

は
落ら

く

成せ
い

を
祝い

わ

う
人ひ

と

で
埋う

め
尽つ

く
さ
れ
た
。

語ご

で
説せ

つ

明め
い

が
あ
り
、「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
夢ゆ

め

を
叶か

な

え
る
た
め
に
困こ

ん

難な
ん

に
立た

ち
向む

か
っ
た
勇ゆ

う

敢か
ん

な

男お
と
こ。
敬け

い

意い

と
決け

つ

断だ
ん

力り
ょ
く、
無む

私し

の
精せ

い

神し
ん

が
、
水み

ず

野の

龍り
ょ
うの
人ひ

と

柄が
ら

と
精せ

い

神し
ん

を
形

か
た
ち

作づ
く

っ
て
い
る
」
と

の
旨む

ね

が
記し

る

さ
れ
て
い
る
。
読よ

む
だ
け
で
も
水み

ず

野の

の
熱あ

つ

い
思お

も

い
や
苦く

労ろ
う

を
思お

も

い
起お

こ
さ
せ

る
。
ぜ
ひ
広ひ

ろ

場ば

に
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
４
英え

い

傑け
つ

」
を
見み

に
行い

っ
て

み
て
は
？

発は
っ

表ぴ
ょ
う。
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

か
ら
は
一い

っ

層そ
う

大お
お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
響ひ

び

い
た
。

　

三み

山や
ま

ひ
ろ
し
は
「
今

き
ょ
う

日
こ

こ
に
来こ

ら
れ
た
の
は
、
水み

ず

野の

龍り
ょ
うを
始は

じ

め
、
皆み

な

さ
ん
が
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
支さ

さ

え
て
く
だ
さ
っ
た

か
ら
で
す
」
と
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

に
祝

し
ゅ
く

意い

と
感か

ん

謝し
ゃ

を
表ひ

ょ
うし
、「
オ
ブ
リ

ガ
ー
ド
！
」
と
締し

め
く
く
っ

た
。

　

水み
ず

野の

胸き
ょ
う

像ぞ
う

の
制せ

い

作さ
く

者し
ゃ

の

久く

保ぼ

カ
ル
ロ
ス
さ
ん
（
６
９
、

二に

世せ
い

）
は
「
１
ヵ
月げ

つ

か
け
て

造つ
く
っ
た
。
こ
の
広ひ

ろ

場ば

に
立た

っ
た

こ
と
が
と
て
も
嬉う

れ

し
い
」
と

笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

鉄て
っ

板ぱ
ん

を
レ
ー
ザ
ー
で
切き

り

取と

り
、
重か

さ

ね
合あ

わ
せ
る
工こ

う

法ほ
う

で
制せ

い

作さ
く

。
台だ

い

座ざ

を
除の

ぞ

く
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

の
重お

も

さ
は
約や

く

１
３
０
キ
ロ
。

一い
っ

般ぱ
ん

的て
き

な
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

よ
り
は
る
か

に
薄う

す

い
が
、
色い

ろ

の
異こ

と

な
る
鉄て

っ

板ぱ
ん

を
用も

ち

い
る
こ
と
で
立り

っ

体た
い

感か
ん

や
顔か

お

の
彫ほ

り
ま
で
再さ

い

現げ
ん

さ
れ

て
い
る
。「
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

家か

と
し
て
、

現げ
ん

代だ
い

的て
き

な
方ほ

う

法ほ
う

で
普ふ

通つ
う

と
は

違ち
が

う
も
の
を
造つ

く

り
た
か
っ
た
」

と
の
こ
だ
わ
り
を
語か

た
っ
た
。

　

平ひ
ら

野の

胸き
ょ
う

像ぞ
う

の
除じ

ょ

幕ま
く

も
行お

こ
なわ

れ
、
広ひ

ろ

場ば

は
再ふ

た
た
び
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

の

拍は
く

手し
ゅ

喝か
っ

采さ
い

に
包つ

つ

ま
れ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
網あ

み

野の

弥や

太た

郎ろ
う

元も
と

会か
い

長ち
ょ
う（
８
３
、
山や

ま

梨な
し

県け
ん

）
は
「
今

き
ょ
う

日
こ
こ
に
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

が
立た

ち
、
改あ

ら
た
め
て
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
先せ

ん

人じ
ん

達た
ち

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
認み

と

め
ら
れ
た
よ
う
に
感か

ん

じ
た
。

１
１
１
年ね

ん

経た

っ
た
今い

ま

も
、
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
た
先せ

ん

人じ
ん

達た
ち

は
忘わ

す

れ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
後こ

う

世せ
い

に
も
伝つ

た

え
て
い
き
た
い
」
と

し
み
じ
み
思お

も

い
を
述の

べ
た
。

　

広ひ
ろ

場ば

に
は
以い

前ぜ
ん

か
ら
上う

え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

、
宮み

や

崎ざ
き

八は
ち

郎ろ
う

の
像ぞ

う

も
立た

っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
４
英え

い

傑け
つ

が
集つ

ど

う
こ
と
と

な
っ
た
。

　
こ
の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

は
熊く

ま

本も
と

県け
ん

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
清き

よ

原は
ら

健け
ん

児じ

会か
い

長ち
ょ
う）、
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
片か

た

山や
ま

俊し
ゅ
ん

一い
ち
ア
ル
ナ
ル
ド
会か

い

長ち
ょ
う）、

佐さ

賀が

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
西に

し

山や
ま

実み
の
る

会か
い

長ち
ょ
う）、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
原は

ら

永な
が

門と

会か
い

長ち
ょ
う）、
教

き
ょ
う

育い
く

機き

関か
ん

ア
ル
バ
レ
ス
・
ペ
ン
テ
ア

ー
ド
財ざ

い

団だ
ん

（
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）、

　

日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

会か
い

で
『
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

』
が
成せ

い

立り
つ

す
る

こ
と
を
見み

越こ

し
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
の
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
う（
７
５
、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

）
の
呼よ

び
か
け
で
２
０

日か

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要よ

う

望ぼ
う

が
出だ

さ
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

塾じ
ゅ
く

構か
ま

え
学が

く

園え
ん

の
宮み

や

崎ざ
き

高た
か

子こ

園え
ん

長ち
ょ
う

は
、「
作さ

く

品ひ
ん

コ

ン
ク
ー
ル
の
絵か

い

画が

の
審し

ん

査さ

員い
ん

に
、
児じ

童ど
う

画が

を
勉べ

ん

強き
ょ
うし
た
先せ

ん

生せ
い

を
派は

遣け
ん

し
て
ほ
し
い
」
と

要よ
う

望ぼ
う

し
た
。
同ど

う

コ
ン
ク
ー
ル

に
は
硬こ

う

筆ひ
つ

、
毛も

う

筆ひ
つ

、
書し

ょ

道ど
う

、

絵か
い

画が

の
４
部ぶ

門も
ん

が
あ
り
、
中な

か

で
も
絵か

い

画が

は
、「
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
うが
苦に

が

手て

な
生せ

い

徒と

に
も
好こ

の

ま

れ
る
傾け

い

向こ
う

に
あ
り
、
コ
ン
ク

ー
ル
で
賞し

ょ
う

を
取と

る
と
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
うを
継け

い

続ぞ
く

す
る
大お

お

き
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
」

と
語か

た

る
。

　

し
か
し
、
宮み

や

崎ざ
き

園え
ん

長ち
ょ
う

は

「
最さ

い

近き
ん

は
児じ

童ど
う

画が

を
学ま

な

ん
で

い
な
い
先せ

ん

生せ
い

た
ち
が
審し

ん

査さ

員い
ん

と
な
っ
て
、
大お

と
な人
の
よ
う
な

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

青せ
い

年ね
ん

会か
い

議ぎ

所し
ょ

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
、
和わ

田だ

ル
ド
ル
フ
理り

事じ

長ち
ょ
う）、
ブ
ラ
ジ
ル
環か

ん

境き
ょ
う

保ほ

全ぜ
ん

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｂ
ｒ

ａ
ｓ
ｉ
ｌ
）
の
共

き
ょ
う

催さ
い

で
行お

こ
な
わ

れ
た
。

絵え

が
賞し

ょ
う

を
取と

り
、
子こ

供ど
も

ら
し

い
絵え

が
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
な
く
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
。

　

同お
な

じ
く
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

し
て
参さ

ん

加か

し

た
女じ

ょ

性せ
い

も
「
絵か

い

画が

の
コ
ン
ク

ー
ル
で
審し

ん

査さ

員い
ん

が
素し

ろ
う
と人
な
た

め
、
子こ

供ど
も

が
描か

い
た
絵え

だ
と

信し
ん

じ
ら
れ
ず
に
落お

と
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
問も

ん

題だ
い

に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
と
発は

つ

言げ
ん

し
た
。

　

教
き
ょ
う

材ざ
い

に
対た

い

す
る
悩な

や

み
も
多お

お

い
。
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

の
女じ

ょ

性せ
い

は
「
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

の
『
ま
る
ご

舞
ぶ

踊
よう

を披
ひ

露
ろう

する出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

ら

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う
）

は
「
第だ

い

５
４
回か

い

コ
ロ
ニ
ア
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

」
を
２
２
、２
３
の
両

り
ょ
う

日じ
つ

に
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
で
開か

い

催さ
い

し
た
。

約や
く

６
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

１
２
０
種し

ゅ

目も
く

以い

上じ
ょ
うを

披ひ

露ろ
う

。
約や

く

２
千せ

ん

人に
ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
、

２
日か

間か
ん

の
祭さ

い

典て
ん

を
堪た

ん

能の
う

し
た
。

　

２
日か

目め

の
最さ

い

後ご

に
は
花は

な

柳や
ぎ

金き
ん

龍り
ゅ
う

会か
い

、
藤ふ

じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

、
京

き
ょ
う

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

舞ぶ

踊よ
う

部ぶ

、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ・
ダ
ン
ス・
カ
ン
パ
ニ
ー

「
優ゆ

う

美び

」
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

の

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
を
再さ

い

演え
ん

。
楽が

っ

曲
き
ょ
く

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
ブ
ラ
ジ

ル
音お

ん

頭ど

」
に
合あ

わ
せ
、
舞ぶ

台た
い

と
客

き
ゃ
く

席せ
き

の
通つ

う

路ろ

で
圧あ

っ

巻か
ん

の
舞ま

い
を
見み

せ
つ
け
た
。

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
１
階か

い

席せ
き

を
埋う

め

２
階か

い

席せ
き

に
ま
で
達た

っ

し
、
華は

な

や

か
な
演え

ん

舞ぶ

に
し
ば
し
見み

入い

っ

た
。
友ゆ

う

人じ
ん

と
来き

た
と
い
う
神か

み

谷や

八や

重え

子こ

さ
ん
（
８
２
、
二に

世せ
い

）
は
「
迫は

く

力り
ょ
く

に
鳥と

り

肌は
だ

が

立た

っ
た
。オ
ッ
チ
モ（
最さ

い

高こ
う

）！
」

と
興こ

う

奮ふ
ん

冷さ

め
や
ら
ぬ
様よ

う

子す

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

に
よ
る
演え

ん

目も
く

で
は
、
さ
く
ら

も
も
こ
、
亜あ

蘭ら
ん

知と
も

子こ

作さ
く

詞し

、

織お

田だ

哲て
つ

郎ろ
う

作さ
っ

曲き
ょ
くの
楽が

っ

曲き
ょ
く「
お

ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」
に
合あ

わ

せ
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

も
客

き
ゃ
く

席せ
き

か
ら
立た

ち
上あ

が
り
、
会か

い

場じ
ょ
う
が
一い

っ

体た
い

と

な
っ
て
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

を
楽た

の

し
ん

だ
。

今い
ま

福ふ
く

の
り
子こ

さ
ん
（
５
３
、

二に

世せ
い

）
は
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

國こ
く

祭ま
つ

り
太だ

い

鼓こ

の
出

し
ゅ
つ

演え
ん

を
楽た

の

し
み
に
来ら

い

場じ
ょ
う。

「
私わ

た
し

よ
り
年と

し

上う
え

の
方か

た

も
若わ

か

い

方か
た

と
楽た

の

し
そ
う
に
し
て
い
て
、

元げ
ん

気き

を
分わ

け
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

石い
し

元も
と

よ
し
こ
さ
ん
（
７
８
、

高こ
う

知ち

県け
ん

）
は
以い

前ぜ
ん

、
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

を
習な

ら

っ
て
い
た
。「
友ゆ

う

人じ
ん

や

先せ
ん

生せ
い

の
発は

っ

表ぴ
ょ
うを
見み

に
毎ま

い

年と
し

来き

て
い
る
。
昨さ

く

年ね
ん

か
ら
さ
ら
に

　

２
３
日に

ち

に
聖せ

い

市し

パ
ウ
リ
ス

タ
大お

お

通ど
お

り
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
プ
ラ
イ
ド
パ

レ
ー
ド
。
オ
ー
リ
ャ
子し

も
見け

ん

物ぶ
つ

に
行い

っ
た
の
だ
が
、
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

を
盗ぬ

す

ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

人ひ
と

混ご

み
の
中な

か

、
身み

動う
ご

き
の
と

れ
な
い
と
こ
ろ
を
後う

し

ろ
か
ら

突つ

き
飛と

ば
さ
れ
、
体た

い

勢せ
い

を
崩く

ず

し
た
隙す

き

に
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
抜ぬ

き
取と

ら
れ
た
模も

様よ
う

。
怪け

我が

は

な
か
っ
た
が
盗ぬ

す

人び
と

を
見み

失う
し
ない
、

途と

方ほ
う

に
暮く

れ
た
。

　

オ
ー
リ
ャ
子し

は
中

ち
ゅ
う

学が
く

、
高こ

う

校こ
う

で
陸り

く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

部ぶ

に
所し

ょ

属ぞ
く

し
、専せ

ん

門も
ん

種し
ゅ

目も
く

も
短た

ん

距き
ょ

離り

だ
っ

た
た
め
、「
ス
リ
や
ひ
っ
た
く

り
な
ら
追お

い
か
け
て
取と

り
返か

え

せ
る
」
と
考か

ん
が

え
て
い
た
。
伯は

っ

国こ
く

生せ
い

活か
つ

も
２
カ
月げ

つ

が
過す

ぎ
、

少す
こ

し
慣な

れ
て
き
て
警け

い

戒か
い

を

怠お
こ
た

っ
て
い
た
よ
う
だ
。

同ど
う

情じ
ょ
うし
て
く
れ
る
か
と
思お

も

っ

て
周

し
ゅ
う

囲い

の
知ち

人じ
ん

に
話は

な

す
と
、

揃そ
ろ

い
も
揃そ

ろ

っ
て
「
よ
う
や
く
ブ

ラ
ジ
ル
の
洗せ

ん

礼れ
い

を
受う

け
た
か
」

と
言い

い
、
ま
る
で
オ
ー
リ
ャ

子し

が
成せ

い

人じ
ん

を
迎む

か

え
た
よ
う
な

不ふ

思し

議ぎ

な
受う

け
答こ

た

え
。
３
日か

後ご

、
新あ

た
ら

し
い
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

を
購こ

う

入に
ゅ
う
し
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
理り

解か
い

す
る
た
め
の
〝
勉べ

ん

強き
ょ
う

代だ
い

〞

は
高た

か

く
つ
い
た
。

無む

論ろ
ん

、
今こ

ん

後ご

は
防ぼ

う

犯は
ん

意い

識し
き

を
よ
り
高た

か

め
る
。
だ
が
、
周

し
ゅ
う

囲い

に
は
や
め
た
方ほ

う

が
い
い
と

言い

わ
れ
る
が
、「
次つ

ぎ

に
被ひ

害が
い

に

遭あ

っ
た
時と

き

は
絶ぜ

っ

対た
い

に
追お

い
か
け

て
取と

っ
捕つ

か

ま
え
て
や
る
」
と

闘と
う

志し

を
燃も

や
し
た
。　
（
大
）

る
。

　

７
日か

（
日に

ち

）
に
は
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
広ひ

ろ

場ば

内な
い

に
て
武ぶ

術じ
ゅ
つの
演え

ん

舞ぶ

も
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
森も

り

山や
ま

道ど
う

場じ
ょ
う（
１ 

１
・
３
２
０
８
・
５
１
３
２
）

ま
で
。

　
　
　
　
　

◎

　

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

ら
の
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

で
は
、
パ
ン
ア
メ
リ
カ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

田だ

光み
つ

正ま
さ

さ

ん
が
、
ク
ル
ゼ
イ
ロ
・
ド
・

ス
ル
大だ

い

学が
く

と
提て

い

携け
い

し
て
行

お
こ
な

っ

て
い
る
「
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

養よ
う

成せ
い

講こ
う

座ざ

」
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
場ば

面め
ん

も

あ
っ
た
。
こ
れ
は
通つ

う

信し
ん

教き
ょ
う

育い
く

で
、
同ど

う

講こ
う

座ざ

を
４
年ね

ん

間か
ん

学ま
な

ぶ

と
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

の
教

き
ょ
う

員い
ん

免め
ん

許き
ょ

が
取し

ゅ

得と
く

で
き
る
。
現げ

ん

在ざ
い

、
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

は
１
４
８
人に

ん

で
、
ほ
ぼ

非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

。
教

き
ょ
う

材ざ
い

の
開か

い

発は
つ

に

は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
モ
ラ
レ
ス
松ま

つ

原ば
ら

礼れ
い

子こ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

も
関か

か

わ
っ
て
い
る

と
い
う
。
こ
れ
か
ら
は
二に

世せ
い

以い

降こ
う

や
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
て
い
く

の
で
、
こ
の
試こ

こ
ろ

み
は
非ひ

常じ
ょ
うに

有ゆ
う

効こ
う

だ
。
ま
だ
資し

格か
く

取し
ゅ

得と
く

者し
ゃ

は
い
な
い
そ
う
だ
が
、
今こ

ん

後ご

に
期き

待た
い

し
た
い
。

　

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

に
よ
り
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

を
覆お

お

う
白し

ろ

い
布ぬ

の

が
取と

り
払は

ら

わ
れ
る

と
、
顔か

お

の
細さ

い

部ぶ

ま
で
精せ

い

巧こ
う

に

造つ
く

ら
れ
た
、
赤

し
ゃ
く

銅ど
う

色い
ろ

に
輝か

が
や
く

水み
ず

野の

龍り
ょ
うの
姿す

が
た
が
現あ

ら
わ
れ
た
。
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

か
ら
は
万ば

ん

雷ら
い

の
拍は

く

手し
ゅ

が
沸わ

き
起お

こ
っ
た
。

　

挨あ
い

拶さ
つ

で
聖せ

い

市し

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

は
、

「『
ラ
ル
ゴ
・
ダ
・
ポ
ル
ヴ
ォ
ラ
』

の
名な

前ま
え

は
残の

こ

し
つ
つ
『
移い

民み
ん

の

父ち
ち

広ひ
ろ

場ば

』
と
新あ

た
ら
し
く
名な

付づ

け

る
方ほ

う

向こ
う

で
進す

す

ん
で
い
る
」
と

東と
う

洋よ
う

街が
い

ラ
ル
ゴ
・
ダ
・
ポ
ル
ヴ
ォ
ラ
に

水み
ず

野の

龍り
ょ
う

と
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

胸き
ょ
う

像ぞ
う

を
落ら

く

成せ
い

と
』
は
良よ

い
教

き
ょ
う

材ざ
い

だ
が
大お

と
な人

用よ
う

。
子こ

供ど
も

用よ
う

の
教

き
ょ
う

材ざ
い

が
ほ
し

い
」
と
訴う

っ
た

え
る
。
ま
た
、
マ

イ
リ
ボ
ラ
ン
同ど

う

志し

会か
い

の
横よ

こ

溝み
ぞ

み
え
先せ

ん

生せ
い

は
、「
教

き
ょ
う

材ざ
い

が
作つ

く

れ
る
人ひ

と

を
育い

く

成せ
い

で
き
る
よ
う

に
専せ

ん

門も
ん

家か

を
派は

遣け
ん

し
て
ほ
し

い
」
と
要よ

う

望ぼ
う

す
る
。

　

専せ
ん

門も
ん

家か

に
つ
い
て
は
、
そ

の
他ほ

か

に
も
児じ

童ど
う

心し
ん

理り

学が
く

の
専せ

ん

門も
ん

家か

な
ど
も
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
声こ

え

が

挙あ

が
っ
た
。
ま
た
当と

う

日じ
つ

参さ
ん

加か

で
き
ず
に
事じ

前ぜ
ん

に
メ
ー
ル
で

意い

見け
ん

を
送お

く

っ
た
人ひ

と

は
、「
Ｊ

込こ

ん
で
い
き
た
い
」
と
の
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
終お

わ
り
）

日
に

本
ほん

移
い

民
みん

の４英
えい

傑
けつ

揃
そろ

い踏
ぶ

み！
（７） ２０１９年第５２７３号  ６月 ２９日 （土曜日）

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
を
再さ

い

演え
ん

コ
ロ
ニ
ア
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

盛せ
い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

文
ぶん

協
きょう

専せ
ん

門も
ん

家か

派は

遣け
ん

の
要よ

う

望ぼ
う

が
続ぞ

く

出し
ゅ
つ

教き
ょ
う

育い
く

レ
ベ
ル
向こ

う

上じ
ょ
う

策さ
く

を
議ぎ

論ろ
ん

日
に

本
ほん

語
ご

センター

水
みず

野
の

胸
きょう

像
ぞう

落
らく

成
せい

を祝
いわ

う代
だい

表
ひょう

者
しゃ

ら

意
い

見
けん

交
こう

換
かん

会
かい

の様
よう

子
す

野の

運う
ん

平ぺ
い

広ひ
ろ

場ば

の
同ど

う

氏し

胸き
ょ
う

像ぞ
う

が

盗と
う

難な
ん

に
遭あ

っ
て
い
る
。
今こ

ん

度ど

は

東と
う

洋よ
う

人じ
ん

街が
い

か
ら
「
移い

民み
ん

の
祖そ

」

が
消き

え
去さ

る
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
何な

に

か
手て

を

打う

っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

水み
ず

野の

胸き
ょ
う

像ぞ
う

の
台だ

い

座ざ

に
は
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

で
水み

ず

野の

龍り
ょ
うの
名な

前ま
え

が

あ
る
が
、
ポ
語ご

表ひ
ょ
う

記き

が
「
Ｒ

Ｙ
Ｕ　

Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
」
と

な
っ
て
い
る
。「
龍り

ょ
う

」
と
い
う

森も
り

山や
ま

道ど
う

場じ
ょ
うが
県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
無む

料り
ょ
うマ
ッ
サ
ー
ジ

良よ

く
な
っ
て
い
て
面お

も

白し
ろ

い
。
楽た

の

し
そ
う
に
踊お

ど

っ
て
い
る
の
を
見み

る
と
私わ

た
し

も
楽た

の

し
く
な
る
」
と

話は
な

し
た
。

　

２
日か

目め

の
開か

い

会か
い

式し
き

に
は
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
羽は

藤と
う

ジ
ョ
ル
ジ
聖せ

い

市し

議ぎ

、
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

財ざ
い

団だ
ん

か
ら

松ま
つ

尾お

治お
さ
む

理り

事じ

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

　

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

の
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

に
は
、

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

か
ら
集あ

つ

め
ら
れ
た
食

し
ょ
く

料り
ょ
う
な
ど
の
寄き

付ふ

品ひ
ん

が
、
憩い

こ
い

の

園そ
の

、
希き

望ぼ
う

の
家い

え

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

、

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

こ
ど
も
の
そ

の
、
日に

っ

伯ぱ
く

福ふ
く

祉し

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の

や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

に
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

（下
げ

）
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
は
別べ

つ

に
安あ

ん

定て
い

し
た

教き
ょ
う

師し

派は

遣け
ん

機き

関か
ん

が
ほ
し
い
。

今い
ま

の
日に

本ほ
ん

の
言こ

と

葉ば

を
学ま

な

ぶ
た

め
に
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
先せ

ん

生せ
い

が

欠か

か
せ
な
い
」
と
意い

見け
ん

を
述の

べ
た
。

丹に

羽わ

義よ
し

和か
ず

さ
ん
は
、
人じ

ん

材ざ
い

の
継け

い

続ぞ
く

的て
き

な
確か

く

保ほ

の
た
め
に

「
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う
セ
ン
タ

ー
を
作つ

く

れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

か
ら
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

を
得え

ら
れ
る

可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
の
で
は
」
と

の
意い

見け
ん

を
述の

べ
た
。

日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
の
日く

さ

下か

野の

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
全す

べ

て
を
反は

ん

映え
い

さ
せ
る
こ
と
は
難む

ず
か

し
い
が
、

平
ひら

野
の

胸
きょう

像
ぞう

p
a
co d

a T
e
rce
ira 

Id
ad
e

）
に
て
今こ

年と
し

も
無む

料
り
ょ
う

施し

術じ
ゅ
つを
行お

こ
な

う
。

　

６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うを
対た

い

象し
ょ
うに
指し

圧あ
つ

、
整せ

い

体た
い

、
お
灸き

ゅ
う

と
、
１
２

歳さ
い

以い

下か

の
背せ

骨ぼ
ね

矯き
ょ
う

正せ
い

に
よ
る

喘ぜ
ん

息そ
く

治ち

療り
ょ
うを
３
日か

間か
ん

実じ
っ

施し

す

　

森も
り

山や
ま

道ど
う

場じ
ょ
う（
森も

り

山や
ま

雅ま
さ

無む

師し

範は
ん

）
は
、
７
月が

つ

５
〜
７
日か

に

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

の
「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
広ひ

ろ

場ば

」（E
s-

　

東と
う

洋よ
う

人じ
ん

街が
い

の
ラ
ル
ゴ
・
ダ
・

ポ
ル
ヴ
ォ
ラ
に
、
新あ

ら

た
に
立た

っ

た
水み

ず

野の

龍り
ょ
う

胸き
ょ
う

像ぞ
う

。
今こ

ん

後ご

心し
ん

配ぱ
い

な
の
は
盗と

う

難な
ん

の
被ひ

害が
い

だ
。

設せ
っ

計け
い

の
都つ

合ご
う

上じ
ょ
う、
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

な

像ぞ
う

よ
り
薄う

す

く
軽か

る

い
。
ま
た
現げ

ん

段だ
ん

階か
い

で
は
、
８
本ぽ

ん

の
ボ
ル
ト

で
台だ

い

座ざ

に
固こ

定て
い

し
た
の
み
で
、

こ
れ
で
は
心

こ
こ
ろ

許も
と

な
い
。
過か

去こ

に
は
近ち

か

く
の
カ
ン
ブ
シ
区く

、
平ひ

ら

可か

能の
う

な
限か

ぎ

り
要よ

う

望ぼ
う

書し
ょ

に
盛も

り



筑つ
く
波ば

大だ
い
学が
く
学が
く
長ち
ょ
う　
永な

が

田た 

恭き
ょ
う

介す
け

い
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
医い

療り
ょ
う・
健け

ん

康こ
う

増ぞ
う

進し
ん

に
非ひ

常じ
ょ
うに
大お

お

き
な
役や

く

割わ
り

を
果は

た
し
て
い
る
。
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

と
し
て
も
さ
ら
に
支し

援え
ん

し
て
い
く
つ
も
り
」
と
同ど

う

病
び
ょ
う

院い
ん

の
功こ

う

績せ
き

を
讃た

た

え
た
。

　

野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
サ
ン
タ

ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

は
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
医い

療り
ょ
う

水す
い

準じ
ゅ
ん

向こ
う

上じ
ょ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
て
き
た
。
ト
ヨ
タ
生せ

い

産さ
ん

方ほ
う

式し
き

、
お
も
て
な
し
文ぶ

ん

化か

等な
ど

の

日に

本ほ
ん

が
世せ

界か
い

に
誇ほ

こ

る
魅み

力り
ょ
くを

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
Ｐ
Ｒ
し
て

き
た
。
今こ

ん

後ご

も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
い

き
た
い
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
述の

べ
た
。

　

来ら
い

伯は
く

し
た
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

の
永な

が

田た

学が
く

長ち
ょ
うは
石い

し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
うに
、

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祝い
わ

い
と
、
兼け

ん

任に
ん

し

て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

祝い
わ

い
の
祝

し
ゅ
う

儀ぎ

を
贈ぞ

う

呈て
い

。
続つ

づ

い
て

「
２
１
世せ

い

紀き

の
医い

学が
く　

デ
ジ

タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
の
時じ

代だ
い

に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
全ま

っ
と
う
す
る
た
め
の

医い

学が
く

」
と
題だ

い

し
た
特と

く

別べ
つ

講こ
う

演え
ん

を
行お

こ
なっ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な

開か
い

発は
つ

目も
く

標ひ
ょ
う）
と
は
、
１
５
年ね

ん

に
国こ

く

連れ
ん

サ
ミ
ッ
ト
で
採さ

い

択た
く

さ

れ
た
世せ

界か
い

を
変へ

ん

革か
く

す
る
た
め

の
１
７
の
目も

く

標ひ
ょ
う。
永な

が

田た

学が
く

長
ち
ょ
う

は
、
こ
れ

を
達た

っ

成せ
い

し
て
い
る

代だ
い

表ひ
ょ
う

例れ
い

と
し
て
、

日に

本ほ
ん

は

Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
上あ

が
っ

て
い
る
に

　

６
月が

つ

４
日か

に
は
、
同ど

う

病
び
ょ
う

院い
ん

で
「
第だ

い

４
回か

い

サ
ン
タ
ク
ル

ス
病

び
ょ
う

院い
ん

日に
っ

伯ぱ
く

学が
く

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力り
ょ
くセ

ミ
ナ
ー
」
の
第だ

い

２
パ
ー
ト
の

講こ
う

演え
ん

会か
い

で
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

と
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

の
医い

師し

ら
が
登と

う

壇だ
ん

し

た
。
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

附ふ

属ぞ
く

病び
ょ
う

院い
ん

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
う、
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
医い

師し

の
５
人に

ん

と
サ
ン
タ
ク
ル
ス

病び
ょ
う

院い
ん

が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
受う

け
た
。

副ふ
く

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
う、
田た

中な
か

秀し
ゅ
う

峰ほ
う

医い

師し

、
丸ま

る

島し
ま

愛あ
い

樹き

医い

師し

の
６
人に

ん

、

今い
ま

川が
わ

医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

グ
ル
ー
プ
か

ら
今い

ま

川が
わ

美よ
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う、
今い

ま

川が
わ

医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

グ
ル
ー
プ
筑ち

く
す
い
か
い

水
会

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
うで
特と

く

別べ
つ

養よ
う

護ご

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
筑ち

く
す
い
え
ん

水
苑
の
今い

ま

川が
わ

武た
け

彦ひ
こ

施し

設せ
つ

長ち
ょ
う、
藤ふ

じ

原わ
ら

忠た
だ

志し

企き

画か
く

開か
い

発は
つ

部ぶ

長ち
ょ
うの
３
人に

ん

が
来ら

い

伯は
く

し
た
。

　

６
月が

つ

１
日た

ち

に
は
「
第だ

い

４

回か
い

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

日に
っ

伯ぱ
く

学が
く

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力り
ょ
くセ
ミ
ナ
ー
」
と

題だ
い

し
、
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

及お
よ

び
特と

く

別べ
つ

講こ
う

演え
ん

が
行お

こ
な
わ
れ
た
。
午ご

前ぜ
ん

の

部ぶ

に
は
、
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

駐ち
ゅ
うブ
ラ

ジ
ル
全ぜ

ん

権け
ん

特と
く

命め
い

大た
い

使し

、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
佐さ

藤と
う

洋ひ
ろ
し史
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
う、
元も

と

保ほ

健け
ん

大だ
い

臣じ
ん

及お
よ

び
医い

学が
く

博は
か

士せ

の

続つ
づ
き
せ
い
ご

正
剛
氏し

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

議ぎ

の
西に

し

川か
わ

パ
ウ
ロ
氏し

、
各か

く

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

石い
し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
うは
あ
い
さ
つ

で
「
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

は
、

３
４
年ね

ん

に
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

か

ら
御ご

下か

賜し

金き
ん

を
賜た

ま
わっ
た
の
を

の
平ひ

ら

松ま
つ

祐ゆ
う

司じ

副ふ
く

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
うが

日に

本ほ
ん

で
の
小

し
ょ
う

児に

心し
ん

臓ぞ
う

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ

技ぎ

術じ
ゅ
つと
心し

ん

臓ぞ
う

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に

つ
い
て
説せ

つ

明め
い

。
さ
ら
に
同ど

う

大だ
い

学が
く

か
ら
は
田た

中な
か

秀し
ゅ
う

峰ほ
う

医い

師し

、

丸ま
る

島し
ま

愛あ
い

樹き

医い

師し

も
自じ

身し
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
うを
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

か

ら
は
、
脳の

う

神し
ん

経け
い

外げ

科か

医い

の

西に
し

国く
に

幸こ
う

四し

郎ろ
う

医い

師し

な
ど
が

講こ
う

演え
ん

し
た
。

　

５
日か

に

は
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス

で
今い

ま

川が
わ

医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

グ

ル
ー
プ
に
よ

も
関か

か

わ
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

総そ
う

消し
ょ
う

費ひ

量り
ょ
うが
減げ

ん

少し
ょ
うし
て
お

り
、
科か

学が
く

の
進し

ん

歩ぽ

と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
削さ

く

減げ
ん

に
成せ

い

功こ
う

し
て
い

る
事じ

実じ
つ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

さ
ら
に
同ど

う

大だ
い

学が
く

が
「
す
べ

て
の
人ひ

と

に
健け

ん

康こ
う

と
福ふ

く

祉し

を
」

を
達た

っ

成せ
い

す
る
た
め
に
行お

こ
なっ
て
い

る
三み

つ
の
研け

ん
き
ゅ
う究
を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
睡す

い

眠み
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
う、医い

療り
ょ
う

用よ
う

の
ロ
ボ
ッ

ト
ス
ー
ツ
、
病

び
ょ
う

気き

に
な
る
前ま

え

に
病

び
ょ
う

院い
ん

を
見み

つ
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等な

ど

に
つ
い
て
話は

な

し
た
。

　

さ
ら
に
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

の
医い

師し

で

Ｕ
Ｓ
Ｐ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
マ
ノ
エ
ル
・

ジ
ョ
コ
ブ
セ
ン
・
テ
イ
シ
ェ
イ

ラ
氏し

の
講こ

う

演え
ん

や
、
病

び
ょ
う

院い
ん

経け
い

営え
い

を
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
復ふ

っ

帰き

さ
せ
た

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

、
続

つ
づ
き

氏し

（
元も

と

保ほ

健け
ん

大だ
い

臣じ
ん

）
ら
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

も
続ぞ

く

々ぞ
く

と
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
野の

村む
ら

ア
ウ
レ

リ
オ
市し

議ぎ

と
羽は

と
う藤
ジ
ョ
ル
ジ

市し

議ぎ

に
よ
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

議ぎ

会か
い

か
ら
山や

ま

田だ

大た
い

使し

、
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
永な

が

田た

学が
く

長ち
ょ
う、
原は

ら

晃あ
き
ら

病び
ょ
う

院い
ん

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

の
平ひ

ら

松ま
つ

副ふ
く

機き

に
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

が
始は

じ

ま
り
、

３
９
年ね

ん

に
開か

い

院い
ん

し
た
」
と
歴れ

き

史し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
動ど

う

画が

を
観み

な
が

ら
、
大た

い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

に
敵て

き

性せ
い

財ざ
い

産さ
ん

と
し
て
接せ

っ

収
し
ゅ
う

さ
れ
そ
う
に
な
る
等な

ど

の
苦く

難な
ん

に

見み

舞ま

わ
れ
つ
つ
、
今こ

ん
に
ち日
ま
で
発は

っ

展て
ん

し
た
軌き

跡せ
き

を
振ふ

り
返か

え

っ
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
国こ

っ

家か

病び
ょ
う

院い
ん

認に
ん

定て
い

機き

関か
ん

（
Ｏ
Ｎ
Ａ
）
で
レ
ベ
ル

２
に
認に

ん

定て
い

さ
れ
た
優ゆ

う

良り
ょ
う

医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

と
し
て
認に

ん

知ち

さ
れ
て

い
る
。
今こ

ん

後ご

さ
ら
に
質し

つ

を
向こ

う

上じ
ょ
うさ
せ
る
べ
く
、「
病

び
ょ
う

床し
ょ
うを

１
７
０
床し

ょ
う
か
ら
３
７
０
床し

ょ
う、

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ

室し
つ

を
１
６
室し

つ

、
集

し
ゅ
う

中
ち
ゅ
う

治ち

療り
ょ
う

室し
つ

の
病

び
ょ
う

床し
ょ
うを
７
０
床し

ょ
う、

５
０
０
台だ

い

分ぶ
ん

の
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うス

ペ
ー
ス
を
増ふ

や
し
て
い
く
」
と

の
展て

ん

望ぼ
う

を
語か

た
っ
た
。

　

山や
ま

田だ

大た
い

使し

は
「
ま
た
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

等な
ど

と
の
学が

く

術じ
ゅ
つ

交こ
う

流り
ゅ
うを
行

お
こ
な

る
講こ

う

演え
ん

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
同ど

う

グ
ル
ー
プ
の
創そ

う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

で
あ
る

今い
ま

川が
わ

美よ
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う、
同ど

う

グ
ル
ー

プ
傘さ

ん

下か

の
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

筑ち
く

水す
い

会か
い

の
今い

ま

川が
わ

武た
け

彦ひ
こ

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
う、
藤ふ

じ

原わ
ら

忠た
だ

志し

企き

画か
く

開か
い

発は
つ

部ぶ

長ち
ょ
うの
３
人に

ん

が
登と

う

壇だ
ん

し
た
。

　

同ど
う

グ
ル
ー
プ
で
は
、
茨い

ば
ら
き城

県け
ん

つ
く
ば
市し

で
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

を
対た

い

象し
ょ
うと
し
た
事じ

業ぎ
ょ
うを
展て

ん

開か
い

し
て

い
る
。
講こ

う

演え
ん

で
は
、
信し

ん

頼ら
い

、

安あ
ん

心し
ん

、
快か

い

適て
き

と
い
う
３
つ
の

原げ
ん

則そ
く

に
基も

と

づ
い
た
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

介か
い

護ご

や
医い

療り
ょ
うサ
ー
ビ
ス
、
看か

ん

護ご

な
ど
に
つ
い
て
特と

く

別べ
つ

に
講こ

う

演え
ん

し
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

の
節ふ

し

目め

の
年と

し

を

祝い
わ
っ
た
。

病び
ょ
う

院い
ん

で
も
学が

く

術じ
ゅ
つ

交こ
う

流り
ゅ
う

の
第だ

い

２
弾だ

ん

今い
ま

川が
わ

医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

グ
ル
ー
プ
Ｊ
Ｈ
講こ

う

演え
ん

　

バ
イ
オ
リ
ン
奏そ

う

者し
ゃ

の
ル
ー

カ
ス
・
ガ
ル
シ
ア
・
ム
ラ
モ
ト

さ
ん
、ビ
オ
ラ
奏そ

う

者し
ゃ

の
リ
ュ
ウ・

　在
ざい

ブラジル日
に

本
ほん

人
じん

同
どう

仁
じん

会
かい

が 1939年
ねん

４月
がつ

29日
にち

に落
らく

成
せい

し、「日
に

本
ほん

病
びょう

院
いん

」として親
した

しまれたサンタクルス
病
びょう

院
いん

（石
いし

川
かわ

レナト理
り

事
じ

長
ちょう

）。その開
かい

院
いん

80周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

事
じ

業
ぎょう

が６月
がつ

１日
たち

から５日
か

までの５日
か

間
かん

開
かい

催
さい

された。１
日
たち

には日
に

本
ほん

から筑
つく

波
ば

大
だい

学
がく

、今
いま

川
がわ

医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

グループ、現
げん

地
ち

のサンパウロ州
しゅう

総
そう

合
ごう

大
だい

学
がく

（ＵＳＰ）と共
とも

に「第
だい

４回
かい

サンタクルス病
びょう

院
いん

日
にっ

伯
ぱく

学
がく

術
じゅつ

協
きょう

力
りょく

セミナー」をサンパウロ市
し

のインターコンチネンタルホテルで開
かい

催
さい

し、
250人

にん

が出
しゅっ

席
せき

。日
に

本
ほん

からは９人
にん

の来
らい

賓
ひん

が駆
か

けつけた。同
どう

セミナーは４日
か

にも行
おこな

われ、さらに５日
か

には今
いま

川
がわ

グループによる「今
いま

川
がわ

セミナー」も開
かい

催
さい

され、節
ふし

目
め

の年
とし

を盛
せい

大
だい

に祝
いわ

った。

集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

永な
が

田た　
　

学が
く

長ち
ょ
う

ら
９
人に

ん

来ら
い

伯は
く

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

議ぎ

会か
い

が
記き

念ね
ん

顕け
ん

彰し
ょ
う

無む

防ぼ
う

備び

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

は
マ

ラ
リ
ア
や
そ
の
他ほ

か

の
熱ね

っ

帯た
い

病
び
ょ
う

に
苦く

る

し
ん
だ
。

　

当と
う

時じ

は
奥お

く

地ち

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た

た
め
、
近ち

か

く
に
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

は

な
か
っ
た
。
医い

師し

の
往お

う

診し
ん

を

受う

け
る
に
は
多た

額が
く

の
費ひ

用よ
う

が

か
か
り
、
更さ

ら

に
言こ

と

葉ば

の
壁か

べ

も

あ
っ
た
た
め
、
多お

お

く
の
移い

民み
ん

が
命い

の
ちを
落お

と
し
た
。

　

こ
う
し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

を
支し

援え
ん

す
る
た
め
に
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
市し

内な
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

団だ
ん

体た
い

は
、
２
６
年ね

ん

に
「
同ど

う

仁じ
ん

会か
い

」
と
呼よ

ば
れ
る
在ざ

い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

慈じ

善ぜ
ん

協き
ょ
う

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

。

さ
ら
に
同ど

う

年ね
ん

１
０
月が

つ

、
ヴ
ィ

ラ
・
マ
リ
ア
ナ
区く

の
サ
ン
タ

ク
ル
ス
通ど

お

り
に
１
万ま

ん

４
千せ

ん

平へ
い

方ほ
う

メ
ー
ト
ル
の
土と

地ち

を
購こ

う

入
に
ゅ
う

し
た
。

▼
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

で
約や

く
１
０
０
万ま

ん

円え
ん

、
病び

ょ
う
い
ん院
建け

ん

設せ
つ

着ち
ゃ
っ

工こ
う

　

３
３
年ね

ん

に
は
、
移い

民み
ん

２
５

周し
ゅ
う

年ね
ん（
３
３
年ね

ん

）を
記き

念ね
ん

し
て
、

「
日に

本ほ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

」
と
い
う
名な

前ま
え

で
定て

い

礎そ

式し
き

を
挙き

ょ

行こ
う

し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

外が
い

の
全す

べ

て
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

や
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

を
巻ま

き
込こ

ん
だ
大だ

い

規き

模ぼ

な

募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

が
始は

じ

ま
り
、
３
４

年ね
ん

に
は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

名め
い

で
５
万ま

ん

円え
ん

の
御ご

下か

賜し

金き
ん

を
賜

た
ま
わ
っ
た
。

　

そ
の
後ご

の
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

で
約や

く

５
千せ

ん

コ
ン
ト
ス
（
約や

く

１
０
０
万ま

ん

円え
ん

）
の
寄き

付ふ

が
集あ

つ

ま
り
、
３
６
年ね

ん

に
病

び
ょ
う

院い
ん

建け
ん

設せ
つ

が
着

ち
ゃ
っ

工こ
う

。
３
９
年ね

ん

４
月が

つ

２
９

日に
ち

、昭し
ょ
う
わ
て
ん
の
う

和
天
皇
の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

に
、

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病び

ょ
う
い
ん院
は
開か

い

院い
ん

し
た
。
当と

う

時じ

の
正せ

い

式し
き

名め
い

称し
ょ
うは

「
日に

っ

伯ぱ
く

慈じ

善ぜ
ん

会か
い

サ
ン
タ
ク
ル

ス
病

び
ょ
う

院い
ん

」
だ
っ
た
。

　

し
か
し
４
１
年ね

ん

に
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

が
開か

い

始し

し
、
４
２
年ね

ん

１
月が

つ

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

が

枢す
う

軸じ
く

国こ
く

と
の
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

を

断だ
ん

絶ぜ
つ

。
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

は
敵て

き

性せ
い

資し

産さ
ん

と
し
て
接せ

っ

収し
ゅ
うさ
れ
そ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後ご

、
長な

が

い
間

あ
い
だ

運う
ん

営え
い

権け
ん

は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
手て

か

ら
離は

な

れ
た
。

▼
７
０
万ま

ん

人に
ん

の
署し

ょ

名め
い

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
経け

い

営え
い

権け
ん

戻も
ど

る

　

８
０
年ね

ん

代だ
い

末ま
つ

に
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
間あ

い
だ
で
、
サ

天て
ん

下か

の
中な

か

、
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
食

し
ょ
く

事じ

も

と
ら
ず
に
、
一い

ち
に
ち日
に
何な

ん

時じ

間か
ん

も
働は

た
らい
た
。
ま
た
、
百ひ

ゃ
く
ね
ん
ま
え

年
前

の
日に

本ほ
ん

に
は
、
熱ね

っ

帯た
い

特と
く

有ゆ
う

の

病び
ょ
う

気き

は
知し

ら
れ
て
お
ら
ず
、

ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
運う

ん

営え
い

権け
ん

を
取と

り
戻も

ど

し
た
い
と
い
う
要よ

う

望ぼ
う

が
高た

か

ま
っ
た
。

　

地じ

道み
ち

な
署し

ょ

名め
い

活か
つ

動ど
う

の
末す

え

、

９
０
年ね

ん

に
７
０
万ま

ん

人に
ん

の
署し

ょ

名め
い

が
集あ

つ

ま
り
、
経け

い

営え
い

に
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
参さ

ん

画か
く

す
る
協

き
ょ
う

定て
い

が
結む

す

ば
れ

た
。
名め

い

称し
ょ
うも
「
日に

っ

伯ぱ
く

慈じ

善ぜ
ん

協
き
ょ
う

会か
い

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

」
と
な

り
、
経け

い

営え
い

権け
ん

が
戻も

ど
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後ご

、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

は
医い

療り
ょ
う

設せ
つ

備び

等な
ど

を
向こ

う

上じ
ょ
うさ
せ
、

１
４
年ね

ん

に
は
安あ

倍べ

昭あ
き

恵え

首し
ゅ

相し
ょ
う

夫ふ

人じ
ん

が
訪ほ

う

問も
ん

。
翌よ

く

１
５

年ね
ん

に
は
秋あ

き

篠し
の

宮の
み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

が
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
等な

ど

の
機き

会か
い

も
得え

た
。

　

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

へ
の
復ふ

っ

帰き

後ご

は

約や
く

２
０
年ね

ん

間か
ん

の
努ど

力り
ょ
くが
実み

の

り
、
国こ

っ

家か

認に
ん

定て
い

機き

関か
ん

（
Ｏ
Ｎ

Ａ
）
評

ひ
ょ
う

価か

レ
ベ
ル
２
の
認に

ん

定て
い

を
受う

け
た
。
今こ

ん

後ご

は
病

び
ょ
う

院い
ん

の

設せ
つ

備び

を
拡か

く

大だ
い

さ
せ
、
更さ

ら

に
今こ

年と
し

は
低て

い

侵し
ん

襲し
ゅ
う

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ（
顕け

ん

微び

鏡き
ょ
うを
使つ

か

っ
て
小ち

い

さ
な
傷き

ず

口ぐ
ち

で

す
る
手し

ゅ

術じ
ゅ
つ）
や
医い

療り
ょ
うロ
ボ
ッ

ト
の
導ど

う

入に
ゅ
うを
実じ

っ

施し

し
て
い
く

計け
い

画か
く

だ
。

御
ご

下
か

賜
し

金
きん

を報
ほう

じる当
とう

時
じ

の新
しん

聞
ぶん

第
だい

４回
かい

サンタクルス病
びょう

院
いん

日
にっ

伯
ぱく

学
がく

術
じゅつ

協
きょう

力
りょく

セミナーの第
だい

２パートでの集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

（望
もち

月
づき

二
じ

郎
ろう

提
てい

供
きょう

）

ジャパン・ハウスで行
おこな

われた今
いま

川
かわ

医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

グループによる講
こう

演
えん

会
かい

での今
いま

川
がわ

美
よし

明
あき

会
かい

長
ちょう

と
社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

筑
ちく

水
すい

会
かい

の今
いま

川
がわ

武
たけ

彦
ひこ

副
ふく

理
り

事
じ

長
ちょう

ワ
ダ
さ
ん
に
よ
る
演え

ん

奏そ
う

の
後あ

と

に
は
、
日に

っ

伯ぱ
く

学が
く

術じ
ゅ
つ

交こ
う

流り
ゅ
うプ
ロ

グ
ラ
ム
が
開か

い

始し

。
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

の
大お

お

根ね

田だ

国こ
く

際さ
い

室し
つ

長ち
ょ
う、
サ
ン

タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
佐さ

藤と
う

エ
ミ

リ
ア
医い

師し

、
西に

し
く
に国
幸こ

う

四し

郎ろ
う

医い

師し

が
講こ

う

演え
ん

を

行お
こ
なっ
た
。

　

大お
お

根ね

田だ

国こ
く

際さ
い

室し
つ

長ち
ょ
う
は
、
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

と
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
関か

ん

係け
い

か
ら
同ど

う

大だ
い

学が
く

の
国こ

く

際さ
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くに
つ

い
て
語か

た

っ
た
。
同ど

う

大だ
い

学が
く

で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
南な

ん

米べ
い

で
は
最も

っ
と
も
多お

お

く
、
唯ゆ

い
一い

つの
拠き

ょ

点て
ん

を
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
置お

い
て
い

る
。
今こ

ん

後ご

も
同ど

う

大だ
い

学が
く

と
同ど

う

病
び
ょ
う

院い
ん

の
関か

ん

係け
い

を
更さ

ら

に
密み

つ

に
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
に
日に

本ほ
ん

の
科か

学が
く

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

石
いし

川
かわ

レナト理
り

事
じ

長
ちょう

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
サ
ン
タ

ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

は
開か

い

院い
ん

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

を
は
じ
め
と
す
る
、

た
く
さ
ん
の
方か

た

々が
た

の
ご
信し

ん

頼ら
い

の
賜た

ま

物も
の

と
心こ

こ
ろ

よ
り
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
サ
ン
タ
ク

ル
ス
病び

ょ
う

院い
ん

は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

へ
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
医い

療り
ょ
う

を
提て

い

供き
ょ
う

す
べ
く
、

お
も
て
な
し
教き

ょ
う

育い
く

を
通つ

う

じ

た
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

、
最さ

い

新し
ん

の
医い

療り
ょ
う

設せ
つ

備び

投と
う

資し

、
日に

本ほ
ん

の
大だ

い

学が
く

と
の
医い

療り
ょ
う

学が
く

術じ
ゅ
つ

交こ
う

流り
ゅ
う

な

ど
を
行お

こ
な

い
な
が
ら
日ひ

び々

発は
っ

展て
ん

の
努ど

力り
ょ
く

を
続つ

づ

け
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆み

な

様さ
ま

の
変か

わ

ら
ぬ
ご
支し

援え
ん

を
賜た

ま
わ

り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願ね

が

い
申も

う

し

上あ

げ
ま
す
。

リ
ア
ン
サ
農の

う

園え
ん

の
、
薫か

お

り
高だ

か

く
高こ

う

品ひ
ん

質し
つ

な
コ
ー
ヒ
ー
が
、

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
に
て

「
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

ア
リ
ア
ン
サ
エ

ス
テ
ー
ト
コ
ー
ヒ
ー
」
と
し

て
販は

ん

売ば
い

さ
れ
、
大た

い

変へ
ん

好こ
う

評ひ
ょ
うを

得え

て
お
り
ま
す
。
２
０
１
８

年ね
ん

１
０
月が

つ

に
は
学が

く

内な
い

に
、
同ど

う

農の
う

園え
ん

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
サ
ザ

コ
ー
ヒ
ー
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

ア
リ
ア

ン
サ
店て

ん

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
多た

大だ
い

な
る
ご

協き
ょ
う

力り
ょ
く、
ご
支し

援え
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
る
と
と
も
に
、
伝で

ん

統と
う

あ
る
貴き

院い
ん

の
益ま

す

々ま
す

の
ご
発は

っ

展て
ん

を
祈き

念ね
ん

い
た
し
ま
す
。

医い

師し

・
学が

く

生せ
い

の
派は

遣け
ん

・
受う

け

入い

れ
な
ど
、
学が

く

術じ
ゅ
つ

交こ
う

流り
ゅ
うや
人じ

ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うな
ど
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
連れ

ん

携け
い

活か
つ

動ど
う

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

本ほ
ん

学が
く

と
共

き
ょ
う

同ど
う

で
申し

ん

請せ
い

し
た

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン

は
、
次じ

世せ

代だ
い

に
活か

つ

躍や
く

す
る
若わ

か

手て

医い

師し

育い
く

成せ
い

を
目も

く

標ひ
ょ
うに
協

き
ょ
う

働ど
う

で
取と

り

組く

む
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ま
た
、
つ
く
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ク
へ
も
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
く、
ご
支し

援え
ん

を
頂い

た
だ
い
て
い
ま

す
。学が
く

術じ
ゅ
つ

分ぶ
ん

野や

で
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

関か
ん

係け
い

に
と
ど
ま
ら
ず
、
石い

し

川か
わ

レ

ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
うの
所し

ょ

有ゆ
う

す
る
ア

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
み
な
ら
ず
、
ブ

ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

体た
い

の
医い

療り
ょ
うや
福ふ

く

祉し

に
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る
貴き

院い
ん

の
ご
功こ

う

績せ
き

に
対た

い

し
、
深し

ん

甚じ
ん

な
る
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
す
る
次し

第だ
い

で

す
。

　

貴き

院い
ん

と
本ほ

ん

学が
く

は
２
０
１
６

年ね
ん

に
連れ

ん

携け
い

協き
ょ
う

定て
い

を
締て

い

結け
つ

し
て
以い

来ら
い

、
サ
ン

パ
ウ
ロ
大だ

い

学が
く

で
の
日に

っ

伯ぱ
く

学が
く

術じ
ゅ
つセ
ミ
ナ
ー
開か

い

催さ
い

、

本ほ
ん

学が
く

附ふ

属ぞ
く

病び
ょ
う

院い
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

・

　

こ
の
度た

び

は
、
貴き

院い
ん

創そ
う

立り
つ

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
誠ま

こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
９
３
９
年ね

ん

の
創そ

う

立り
つ

以い

来ら
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
初は

つ

の
日に

っ

系け
い

医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

と
し
て
、
最さ

い

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つと
高た

か

い
医い

療り
ょ
うレ
ベ
ル
で
、

挨
あい

拶
さつ

する筑
つく

波
ば

大
だい

学
がく

の
永
なが

田
た

恭
きょう

介
すけ

学
がく

長
ちょう

特
とく

 集
しゅう

乾
かん

杯
ぱい

の音
おん

頭
ど

を取
と

った永
なが

田
た

恭
きょう

介
すけ

学
がく

長
ちょう

（望
もち

月
づき

二
じ

郎
ろう

提
てい

供
きょう

）

を
提て

い

供き
ょ
うし
て
い
く
こ
と
述の

べ
た
。

　

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
開か

い

院い
ん

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝し

ゅ
く

し
、
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

副ふ
く

理り

 じ

 ち
ょ
う

事
長
が
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

と
皇こ

う

室し
つ

の
関か

ん

係け
い

を
記し

る

し
た
『
絆

き
ず
な

　

皇こ
う

室し
つ

と
ブ
ラ
ジ
ル
』
を
刊か

ん

行こ
う

し
、出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

ら
に
配は

い

布ふ

さ
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

後ご

は
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

を
開か

い

医
い

療
りょう

用
よう

ロボットスーツの講
こう

演
えん

の様
よう

子
す

催さ
い

。
永な

が

田た

学が
く

長ち
ょ
うが
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
取と

り
、
一い

ち

同ど
う

は
和な

ご

や
か

に
交こ

う

流り
ゅ
うし
た
。

　

午ご

後ご

か
ら
は
日に

っ

伯ぱ
く

の
専せ

ん

門も
ん

家か

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、医い

療り
ょ
う

用よ
う

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー

ツ
等な

ど

の
最さ

い

新し
ん

医い

療り
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つの
紹

し
ょ
う

介か
い

等な
ど

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

ら
永な

が

田た

恭き
ょ
う

介す
け

学が
く

長ち
ょ
う、
大お

お

根ね

田だ

修お
さ
む

国こ
く

際さ
い

室し
つ

長ち
ょ
う、
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

附ふ

属ぞ
く

病び
ょ
う

院い
ん

の
平ひ

ら

松ま
つ

祐ゆ
う

司じ

　

同ど
う

開か
い

院い
ん

８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

に

は
、
１
６
年ね

ん

か
ら
連れ

ん

携け
い

協き
ょ
う

定て
い

を
結む

す

ん
で
い
る
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

か

に
っ
け
い
し
ゃ
か
い

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
共と

も

に
歩あ

ゆ

ん
で
き
た   

年ね
ん

の
感か

ん

謝し
ゃ

８０

80年
ねん

の歴
れき

史
し

ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

を
知し

っ
た
。

　
「
今い

ま

川が
わ

グ
ル
ー
プ
と
サ
ン

タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
お
付つ

き
合あ

い
は
４
〜
５
年ね

ん

前ま
え

か
ら
。
ブ

ラ
ジ
ル
に
来き

た
の
は
初は

じ

め
て

で
す
。
よ
く
ぞ
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の

皆み
な

さ
ん
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
深ふ

か

く
根ね

付づ

い
た
と
感か

ん

心し
ん

し
ま
し

た
。必か

な
ら
ず
お
役や

く

に
立た

ち
た
い
。

貢こ
う

献け
ん

し
続つ

づ

け
ま
す
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
述の

べ
た
。

薬や
っ

局き
ょ
くを
チ
ェ
ー
ン
展て

ん

開か
い

し
て
い

る
上

じ
ょ
う

場じ
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
うの
代だ

い

表ひ
ょ
う

取と
り

締
し
ま
り

役や
く

会か
い

長ち
ょ
うと
な
り
、
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

に
千せ

ん

店て
ん

舗ぽ

ま
で
拡か

く

大だ
い

し
た
。

　
「
一い

ち

番ば
ん

良よ

い
時と

き

は
、
年ね

ん

間か
ん

売う

上り
あ
げは
４
兆

ち
ょ
う

円え
ん

だ
っ
た
ん
で
す
よ
」

と
笑わ

ら

う
。
現げ

ん

在ざ
い

は
同ど

う

社し
ゃ

を
辞じ

任に
ん

し
、つ
く
ば
市し

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
医い

療り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

を
支し

援え
ん

し
て
い
る
と
い

う
。
筑つ

く

波ば

大だ
い

学が
く

と
の
関か

ん

係け
い

が
深ふ

か

く
、
そ
こ
か
ら
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
サ

対た
い

応お
う

が
必ひ

つ

要よ
う

。
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

に

向む

か
っ
て
大お

お

き
く
飛ひ

躍や
く

し
て
ほ

し
い
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
、
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

の
さ
ら
な
る
躍や

く

進し
ん

を
願ね

が
っ
た
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

時じ

に
改あ

ら
た
め
て
話は

な
し
を
聞き

く
と
、
２
０
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

が

あ
る
薬

く
す
り

屋や

の
家か

系け
い

に
生う

ま
れ
、

薬や
っ

局き
ょ
く

店て
ん

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

を
務つ

と

め
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
後ご

は
調

ち
ょ
う

剤ざ
い

　

今い
ま

川が
わ

医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

グ
ル
ー
プ

の
今い

ま

川が
わ

美よ
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う（
８
０
、

茨い
ば
ら

城き

県け
ん

）
は
式し

き

典て
ん

の
中な

か

で

「
今き

ょ
う日
と
い
う
日ひ

が
迎む

か

え
ら

れ
た
の
は
、
石い

し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
うを

始は
じ

め
多お

お

く
の
人ひ

と

た
ち
に
よ
る

困こ
ん

難な
ん

克こ
く

服ふ
く

の
賜た

ま

物も
の

。
医い

療り
ょ
う

現げ
ん

場ば

は
毎ま

い

日に
ち

新あ
た
らし
い
病

び
ょ
う

気き

や
問も

ん

題だ
い

が
起お

こ
り
、
そ
の
変へ

ん

化か

へ
の

今い
ま

川が
わ

美よ
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う

「
貢こ

う

献け
ん

し
続つ

づ

け
ま
す
」

筑つ
く

波ば

大だ
い

学が
く

▼
初し

ょ

期き

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
苦く

悩の
う

１
９
０
８
年ね

ん

に
ブ
ラ
ジ
ル
移い

住じ
ゅ
うが
始は

じ

ま
り
、
７
８
１
人に

ん

が

６
月が

つ

１
８
日に

ち

に
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
。
当と

う

時じ

の
サ
ン

パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

内な
い

陸り
く

部ぶ

の

コ
ー
ヒ
ー

農の
う

園え
ん

に
お

け
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

は
、

困こ
ん

難な
ん

を
極き

わ

め
た
。
炎え

ん

80年の歴史80年の歴史

御
ご

下
か

賜
し

金
きん

と募
ぼ

金
きん

で悲
ひ

願
がん

の建
けん

設
せつ

幾
いく

多
た

の病
びょう

死
し

をうけ
日
に

本
ほん

病
びょう

院
いん

創
そう

立
りつ

　
　
　

　

創そ
う

立り
つ

８
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
祝し

ゅ
く

し
て

サ
ン
タ
ク
ル
ス

病び
ょ
う　

　
院い

ん

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病
び
ょ
う
院い
ん 

理り

事じ

長ち
ょ
う　
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

特 集

サンタクルス病
びょう

院
いん

開
かい

院
いん

80周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う
（８）２０１９年 第５２７３号 ６月 ２９日 （土曜日）


	29-06 p1 COR
	29-06 p2
	29-06 p3
	29-06 p4
	29-06 p5
	29-06 p6
	29-06 p7
	29-06 p8 COR

